
CONTENTS
第24回参議院議員通常選挙 P２
あなたの地域の避難場所を確認しておきましょう P４
がいな祭・トライアスロン P６
ワーク・ライフ・バランスについて知っていますか P８
青少年の健全育成をめざして P９
情報クローズアップ
「よなごの宝88選」から
教えて！米子城
幸せな社会づくりをめざして／美術館通信

P10
P12
P13
P14

くらしの情報
みんなの健康
相談

P15
P20
P23

７月の催し
図書館からのおしらせ
水鳥公園からのたより

P24
P26
P27

2016年（平成28年）７月　No . 136広報

米子市消防ポンプ操法大会
「米子市消防ポンプ操法大会」が６月４日、
流通町の鳥取県消防学校で行なわれまし
た。
大会では、防火水槽から給水し、火点（か
てん）と呼ばれる的をめがけて放水後、撤
収する一連の動作の速さ、正確性、規律の
正しさなどを競い合いました。
ポンプ車操法の部では淀江町第１分団、小
型ポンプ操法の部では福生東分団が優勝し
ました。

７
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URL　http://www.city.yonago.lg.jp/



◆
公
示
日
、選
挙
期
日
（
投
票
日
）

　

▼
公
示
日　

６
月
22
日
㈬

　

▼
選
挙
期
日　

７
月
10
日
㈰

◆
投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

※
た
だ
し
、
本
宮
公
民
館
と
上
淀
公

民
館
は
投
票
終
了
時
間
が
午
後
７
時

で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所

　

投
票
に
行
か
れ
る
前
に
投
票
所

入
場
券
（
は
が
き
）
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
開
票

　

７
月
10
日
㈰　

午
後
９
時
か
ら

◆
投
票
で
き
る
方

　

７
月
10
日
現
在
で
満
18
歳
以
上

（
平
成
10
年
７
月
11
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）
の
日
本
国
民
で
、
３

月
21
日
以
前
に
住
民
登
録
の
届
出

を
し
、
引
き
続
き
米
子
市
に
お
住

ま
い
の
方
で
す
。

▼
市
外
に
転
出
し
た
方
の
選
挙
権

　

７
月
10
日
選
挙
期
日
の
４
か
月

前
以
降
に
他
の
市
町
村
に
転
出

し
た
方
で
、
米
子
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
新
住

所
地
で
登
録
さ
れ
て
い
る
方
を
除

く
。）
は
、
米
子
市
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
ご
案
内

◆
入
場
券
は
一
人
分
ず
つ
切
り
離

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

世
帯
ご
と
に
１
通
あ
た
り
３
人

の
名
前
を
記
載
し
ま
す
の
で
、
一

人
分
ず
つ
切
り
離
し
て
、
投
票
所

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
…

　

６
月
23
日
か
ら
27
日
ま
で
に
入

場
券
を
郵
送
し
ま
す
。
入
場
券

が
届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
入
場
券
を
な
く
さ
れ

た
と
き
は
、
投
票
所
で
本
人
が
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
再

発
行
し
ま
す
。

◆
投
票
の
方
法

　

参
議
院
議
員
の
選
挙
は
、
候
補

者
１
人
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
す

る
選
挙
区
選
挙
と
、
参
議
院
名
簿

登
載
者
１
人
の
氏
名
ま
た
は
１
つ

の
政
党
等
の
名
称
か
略
称
を
書
い

て
投
票
す
る
比
例
代
表
選
挙
が
あ

り
ま
す
。

◆
最
近
市
内
転
居
し
た
場
合
の
投

票
所
は
…

　

入
場
券
で
投
票
所
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
文
字
が
書
け
な
い
方
は
代
理
投

票
が
で
き
ま
す

　

病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
自
分

で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
係
員
が
代
わ
り
に
候
補
者

の
氏
名
等
を
書
き
ま
す
。

　

代
理
投
票
に
立
ち
会
っ
た
係
員

は
、
投
票
の
内
容
を
他
人
に
は
絶

対
に
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

◆
選
挙
期
日
に
投
票
所
に
行
け
な

い
場
合
は
…

　

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
理
由
で
投
票
所

へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
（
は
が
き
）
が
届
い
て

い
る
場
合
は
入
場
券
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。入
場
券
が
届
く
前
で
も
、

本
人
確
認
し
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
、
投
票
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
は
…

▼
受
付
場
所

・
米
子
市
役
所
本
庁
舎
４
階　

期

日
前
投
票
所

・
米
子
市
淀
江
支
所
１
階　

期
日

前
投
票
所

▼
受
付
期
間

　

６
月
23
日
㈭
〜
７
月
９
日
㈯

※
土
・
日
も
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

▼
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

・
期
日
前
投
票
宣
誓
書
は
、
期
日

前
投
票
所
に
あ
る
ほ
か
米
子
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◆
出
張
や
用
事
の
た
め
に
市
外
に

滞
在
し
て
い
る
場
合
は
…

　

米
子
市
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
、「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・
請

求
書
」（
用
紙
は
選
挙
管
理
委
員

会
に
請
求
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）
を
記
入
の
う
え
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
な
ど
を
郵

送
し
ま
す
。

　

届
い
た
投
票
用
紙
な
ど
は
、
そ

の
ま
ま
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
持
参
し
て
、
そ
こ
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
７
月
10
日
ま
で
に
投
票

済
み
の
投
票
用
紙
が
、
米
子
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
届
か
な
い
場
合

は
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
早
く
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
指
定
施
設
に
入
院
、
入
所
中
の

場
合
は
…

　

不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
て

い
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
院
、
入
所
中
の
方
は
、
そ
の
施

設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

係
の
方
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

米
子
市
内
の
指
定
施
設
は
３

ペ
ー
ジ
の
﹇
表
１
﹈
の
と
お
り
で

す
。

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

「
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能

の
障
が
い
…
一
級
か
二
級
」
の

方
、「
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い
…
一
級
か
三
級
」
の
方
、

「
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
…
一

級
か
ら
三
級
」
の
方

・
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

「
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
…

特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま

で
」
の
方
、「
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
、
肝
臓
の
障
が
い
…
特
別

項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
」
の

方
・
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分

が
「
要
介
護
５
」
の
方

７
月
10
日
は

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

〜
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
〜



の
交
付
手
続
き
等
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
郵
便
投
票
に
必
要
な
投
票
用
紙

等
の
請
求
期
限
は
７
月
６
日
ま
で

（
必
着
）
で
す
。

今
回
の
選
挙
か
ら
、
選
挙

権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

 　

将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
声

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
政
治
に
取
り

入
れ
る
た
め
に
、
選
挙
権
年
齢
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
新
し
く

有
権
者
に
な
る
方
も
、
選
挙
に
行

き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

〒
６
８
３
―
８
６
８
６　

米
子
市

加
茂
町
一
丁
目
１
番
地　

米
子

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
23
―

５
３
４
６
、

23
―
５
３
４
９
）

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
お

け
る
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で

き
る
条
件
に
該
当
す
る
方
で
、
さ

ら
に

・
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
上
肢
又

は
視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が
一

級
の
記
載
が
あ
る
方

・
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
上
肢
又
は

視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が
特
別

項
症
か
ら
第
二
項
症
と
記
載
の

あ
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
米
子
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
届
け
出
た
方
が
代
わ

り
に
記
載
す
る
こ
と
で
投
票
が
で

き
ま
す
。（
代
理
で
記
載
で
き
る

人
は
選
挙
権
の
あ
る
方
に
限
り
ま

す
。）

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
手

続
き
は
…

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制

度
を
利
用
し
て
投
票
す
る
た
め
に

は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票
証
明
書

表１　市内の指定施設
鳥取大学医学部附属病院 米子医療センター 博愛病院
高島病院 山陰労災病院 皆生病院
皆生温泉病院 養和病院 介護老人保健施設仁風荘（※）
介護老人保健施設あわしま 介護老人保健施設やわらぎ（※） 介護老人保健施設ゆうとぴあ
介護老人保健施設弓浜ゆうとぴあ 介護老人保健施設なんぶ幸朋苑（※） 介護老人保健施設ル・サンテリオンよどえ（※）
ケアハウスいずみの苑 ケアハウスリバーサイド 介護老人保健施設アイアイ
有料老人ホームいずみの苑 錦海リハビリテーション病院 軽費老人ホーム福原荘
米子東病院 鳥取県立皆生尚寿苑 皆生みどり苑
特別養護老人ホームよなご幸朋苑 特別養護老人ホームなんぶ幸朋苑（※）特別養護老人ホーム博愛苑
特別養護老人ホームピースポート ケアハウスなんぶ幸朋苑

（※…ユニット型を含む。）
特別養護老人ホームいずみの苑 救護施設よなご大平園

冨田千愛選手がリオデジャネイロ五輪に出場します！
　　リオデジャネイロ五輪のボート競技日本代表に、米子市出身の冨

とみ

田
た

千
ち

愛
あき

選手が選出され
ました。地元選手のオリンピック出場は大変な栄誉であり、米子市出身者としてはローマ
オリンピック（1960年）陸上競技の安

や す だ

田矩
のりあき

明選手、シドニーオリンピック（2000年）ト
ライアスロンの小

お ば ら

原工
たくみ

選手に次いで３人目となります。このことはボート競技にとどまら
ずず、他のスポーツ関係者に対しても大きな刺激となります。また、子ども達に夢や希望を
与与えるとともに、地域の活性化にもつながります。
　　米子市でも、できる限り冨田選手の応援をしたいと考えています。オリンピックでの活
躍躍を祈念して設立された「冨田千愛応援団」の応援団長に野坂康夫市長が就任し、市を挙
げて盛り上げていきます。
　　市民の皆さんも、暖かい応援をよろしくお願いします。

『野坂市長からの応援メッセージ』
冨田選手、リオデジャネイロオリンピックへの出場決定、本当におめでとうござい
ます。地元市長として心から嬉しく思います。
大会では、冨田選手が納得のいく試合ができるよう、ベストを尽くしてください。
私も米子市民の皆さんと一緒に応援しています！

■■問合せ　体育課（☎２３－５４２６、 ２３－５４１４）
冨田千愛応援団（☎０９０－４６９５－２５８５　担当：杉村、 ２６－００８９）



避難対
象地域 ①指定避難所

②指定緊急避難場所として使用
する際の災害ごとの使用の可否
洪
水
崖
崩
れ
、
土
石
流
、
地
滑
り

高
潮
地
震
津
波
大
規
模
な
火
事

内
水
氾
濫

火
山
現
象

啓 成
地 区

啓成小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
啓成公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
どらドラパーク米子市民体育館 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
どらドラパーク米子東山体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
米子市福祉保健総合センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中央隣保館 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
冨士見地区老人憩の家 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
米子市公会堂 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明 道
地 区

明道小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
明道公民館 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○
南保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
米子市営武道館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

就 将
地 区

就将小学校 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
湊山中学校 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
湊山体育館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
すみれ保育園 × × ○ × ○ ○ ○ ○
就将公民館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
米子市文化ホール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

義 方
地 区

義方小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
義方公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
西保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ねむの木保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

住 吉
地 区

住吉小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後藤ヶ丘中学校 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
住吉公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
住吉体育館 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

車 尾
地 区

車尾小学校 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東山中学校 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
車尾公民館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
車尾児童館 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○
米子養護学校 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加 茂
地 区

加茂小学校 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
加茂中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
加茂公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

河 崎
地 区

河崎小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
河崎公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
加茂体育館 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

福生東
地 区

福生東小学校 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福生中学校 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福生体育館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

避難対
象地域 ①指定避難所

②指定緊急避難場所として使用
する際の災害ごとの使用の可否
洪
水
崖
崩
れ
、
土
石
流
、
地
滑
り

高
潮
地
震
津
波
大
規
模
な
火
事

内
水
氾
濫

火
山
現
象

福生東
地 区

福生東公民館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心身障害者福祉センター × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福生西
地 区

福生西小学校 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福生西公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
米子市観光センター × ○ ○ ○ × ○ ○ ○
老人憩の家 × ○ ○ × × ○ ○ ○

福米東
地 区

福米東小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福米体育館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福米東公民館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
米子市勤労青少年ホーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福米西
地 区

福米西小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福米中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福米西公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

彦 名
地 区

彦名小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
彦名公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
弓ヶ浜体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
彦名保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

夜 見
地 区

夜見公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
夜見保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
あかしや ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富 益
地 区

弓ヶ浜小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
弓ヶ浜中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富益公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富益保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
川上集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上部集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富益中集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富益下集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富益地区福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富益新田集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

崎 津
地 区

崎津小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
崎津公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
崎津保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
崎津地区福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
崎津一区集会所 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
崎津二区集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
崎津三区集会所 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
崎津四区集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
崎津六区集会所 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
葭津地区農民研修施設 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
富益団地集会所（崎津七区集会所）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あなたの地域の避難場所を確認しておきましょう
　あなたの地域の避難所等（指定避難所・指定緊急避難場所）を確認しておきましょう。また、災害ごとに、一時
的にどこに避難するか事前に家族の間で話し合っておきましょう。
①指 定 避 難 所　被災者等が、一定期間滞在することを目的とした施設のため、災害ごとの可否はありません。

開設する指定避難所は、災害発生時等に、その都度、指定します。
②指定緊急避難場所　洪水、津波等異常な現象の種類ごとに緊急に避難するための場所。

災害ごとに、使用の可否について○、×を記載しています。
※なお、地震や大規模な火事においては屋外の施設にも避難ができる施設があります。
　くわしい場所については、市のホームページに掲載しています。
■問合せ　防災安全課（☎２３－５３３７、 ２３－５３８７）

米子市の指定避難所及び指定緊急避難場所



避難対
象地域 ①指定避難所

②指定緊急避難場所として使用
する際の災害ごとの使用の可否
洪
水
崖
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れ
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石
流
、
地
滑
り

高
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地
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大篠津
地 区

美保中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大篠津小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大篠津公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大篠津地区児童体育施設 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
小鳩保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
美保体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大篠津地区福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
御崎集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
灘浜集会所 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
旭が丘集会所 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
米子市弓浜地域老人福祉センター ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

和 田
地 区

和田小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
和田公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
和田地区福祉センター ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
上和田集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
和田中央集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
和田荒神集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
下和田集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

五千石
地 区

五千石小学校 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
五千石公民館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

尚 徳
地 区

尚徳小学校 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
尚徳公民館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キッズタウンさくら保育園 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
南部体育館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
永江公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

成 実
地 区

成実小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
成実公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
尚徳中学校 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

巌地区 巌公民館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

春 日
地 区

箕蚊屋小学校 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
箕蚊屋中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
箕蚊屋体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
春日公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
春日保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大 高
地 区

伯仙小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大高公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
こたか保育園 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前田児童館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前田隣保館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県地区

県公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
あがた保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
下福万児童館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
下福万隣保館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

淀 江
地 区

稲吉集落センター ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
米子市淀江支所庁舎 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
淀江小学校 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
淀江中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
淀江体育館 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
大和保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
淀江公民館大和分館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富繁構造改善センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宇田川保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
淀江公民館宇田川分館 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
淀江老人福祉センター ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
淀江保育園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
淀江公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
淀江ゆめ温泉 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

米子市水難防止協議会からのお知らせ

夏季の水難事故を防止しましょう
　暑い夏がやってきました。たくさんの人たちが海や川
へ出かけ、水遊びを楽しむ季節です。
　しかし、夏は水の事故が増える季節でもあります。海
や川などで水遊びをする場合には、次のことに注意しま
しょう。
【注意すること】
●海での遊泳は、必ず海水浴場で行ないましょう。
●飲酒しての遊泳はやめましょう。
●天候不良の時は遊泳をやめましょう。
●増水した川、用水路、ため池には近づかないように、
また、子どもを遊ばせないようにしましょう。
●体の調子の悪いときには水泳をしないようにしましょ
う。
●離岸流に注意しましょう。
●おぼれている人を見たらすぐに消防などに通報すると
ともに救助活動や心肺蘇生法などの応急手当をしま
しょう。通報するときは落ち着いて場所、性別、年齢
などを伝えましょう。
※皆生海岸には場所を特定するための番号表示板を設置
しています。
◆緊急連絡先　　消 防…119番
　　　　　　　　海上保安部…118番
　　　　　　　　警 察…110番

【保護者の皆さんへ】
●子どもだけでの水遊びをさせないようにしましょう。
●水遊びに付き添う時は、子どもから目を離さないよう
にしましょう。
●休憩時間は十分にとらせましょう。
■問合せ　米子市水難防止協議会事務局
　　　　　（☎２３－５３３９、 ２３－５３８７）

夏の交通安全県民運動が始まります！
～つくろうよ　事故なし　笑顔の鳥取県～

◆期間　７月11日（月）から20日（水）までの10日間
◆運動の重点
①高齢者と子どもの交通事故防止
②チャイルドシートの使用と全ての座席のシートベル
トの着用の徹底
③飲酒運転の根絶
◎悲惨な交通事故を減らすためには・・・
①ドライバーや自転車運転者、歩行
者が、お互いに交通ルールを守り、
交通マナーＵＰを意識しましょう。
②シートベルト・チャイルドシート
の正しい着用など、自分の身は自
分で守ることを常に意識しましょ
う。

　運動期間中は、交通安全の関係者が市内各所で運動を
展開します。皆さん、今一度、交通安全について考えて
みましょう！！
■問合せ　防災安全課（☎２３－５３３９）



がいな
コラボレーション

がいな太鼓、がいな万灯、がいなよさ
こい鳴子連の合同によるコラボレー
ションが実現します。米子がいな祭を
盛り上げる主役たちが同時競演を行な
います。

大花火大会
祭りのフィナーレを飾る大花火大会。
第43回の祭りの締めを飾るにふさわ
しい花火を打ち上げます。これにあわ
せて、市内各所で花火募金も実施して
います。皆さんのご協力をお願いしま
す。

毎年好評の招待観覧席を今年もご用
意します。
■問合せ
米子がいな祭企画実行本部「招待観覧
席」係（☎２２－００１８）

■問合せ　米子がいな祭企画実行本部
（☎２２－００１８、 ２２－００１７、http://www.gainamatsuri.jp）
※クリーンな祭りの運営をめざし、ゴミ箱を設置していません。ゴミ
の持ち帰りにご協力ください。

やんちゃパレード・
ステージ

やんちゃよさこいやフラダンス、ヒッ
プホップにチアダンス…。いろいろな
ジャンルの踊りや、鼓笛隊や仮装など
何でもＯＫ！例年の駅前通り、だんだ
ん広場、文化ホール前広場、える・もー
る商店街など街中を祭りムードで盛
り上げます。

みんなでひろげるがいなの輪、
みんなでつくるがいなの和



第36回全日本トライアスロン皆生大会

走り続ける力、守り続ける力
～感動の生まれる日～

７月17日（日）開催！

　36回目の開催となった全日本トライアスロン皆生大会。
　今年は『走り続ける力、守り続ける力～感動の生まれる日～』
をテーマに、選手とボランティアの熱い１日が始まります。
　日本トライアスロン発祥の地「皆生」に、昨年同様、全国から
個人の部940人、リレーの部60組の、合わせておよそ 1,000 人
の鉄人達が集います。
　トライアスロンとは、スイム３キロ、バイク140キロ、ラン
42.195キロを制限時間内に競技する過酷なレースです。
　午前７時、皆生海岸をスイムでスタートし、大自然のジェット
コースターのようなバイクコースを走り、ランでは境港を駆け抜
け、ゴールのどらドラパーク米子陸上競技場をめざします。
　大会は、たくさんの温かいボランティアの皆さんに支えられ、
選手は沿道の声援に勇気づけられながらひたむきにゴールに向か
います。
　多くの市民の皆さんの温かいご声援をお願いします。

－お願い－
　トライアスロン皆生大会当日、ゴール付近では駐車場不足が予
想されます。
　陸上競技場にお越しの際は、できるかぎり公共交通機関をご利
用ください。（ＪＲ山陰本線「東山公園駅」が最寄り駅です。）
皆生トライアスロンホームページ（http://www.kaike-triathlon.com/） 
■問合せ　皆生トライアスロン協会
　　　　　（☎３４－２８１９、 ２２－７４１５） 

－山陰のド真ん中の海水浴場－

皆生温泉海水浴場開設
７月９日（土）～８月28日（日）

　ライフセーバーが常駐し、海の家・シャワー・トイレも設置さ
れた快適な海水浴場です。
　９日（土）は海開き。ヒラメのつかみ取りなどたくさんのイベン
トも開催されます。
　この夏、ぜひ一度きれいな水質の皆生温泉海水浴場で泳いでみ
ませんか。
※危険防止のために監視員の指示に従い、楽しく泳ぎましょう。
※駐車場は、周辺有料駐車場をご利用ください。路上駐車はやめ
ましょう。

■問合せ　皆生温泉旅館組合（☎３４－２８８８、 ２２－７４１５）

８月６日（土） ８月７日（日）
ふれ太鼓 ＧＡＩＮＡ　ＷＡＴＥＲ　ＦＩＧＨＴ　２０１６
自衛隊パレード、コンサート 米子がいな太鼓
オープニングセレモニー 米子がいな万灯妙技会
がいなコラボレーション だんだん広場ステージ
がいなパレード やんちゃパレード・ステージ
だんだん広場ステージ ステージイベント
やんちゃパレード 文化ホール前ふれあい広場
米子がいな太鼓 湊山公園イベント
米子がいな万灯 大花火大会
文化ホール前ふれあい広場

車いす専用「心のやさしさスペース」
　大花火大会では、車いす専用の「心のやさしさスペース」
を設けます。ご希望の方は、事前申込みが必要です。車
いすが必要な方とそのご家族、あるいは各施設単位でお
申し込みください。市民みんなで楽しめる花火大会とし
てご理解ご協力をよろしくお願いします。
■応募資格　身体障害者手帳をお持ちの方、または介護
保険の認定を受けている方で、日常生活を主に車いすで
生活されている方
■募集定員　60組（普通車60台分の通行許可証を発行し
ます。）
■応募方法　「第43回米子がいな祭」のホームページ
（http://www.gainamatsuri.jp）から『心のやさしさス
ペース』申込専用ＦＡＸ用紙をダウンロードしていただ
き、必要事項をご記入のうえ、ご応募ください。
■応募締切　７月21日（木）（当日必着）
■そ の 他　申込み多数の場合は抽選とします。抽選の
結果は、当選通知の発送をもってかえさせていただきま
す。当選者には、７月29日（金）に説明会を開催し、注意
事項を了承していただいたうえで許可証を発行します。
■注意事項　当日は混雑が予想され、入場から退場まで
３～４時間かかると予想されますので、著しく体調の悪い
方のご応募はご遠慮ください。
■申込・問合せ
〒６８３－０８２２　米子市中町20番地　
米子がいな祭企画実行本部「心のやさしさスペース」係
（☎２２－００１８、 ２２－００１７）

交通規制にご注意ください
　８月６日、７日両日にわたり交通規制を実施します。米
子駅前通りを通過する各路線バス・だんだんバスの経路
が変更となりますのでご注意ください。
※くわしくはホームページ（http://www.gainamatsuri.
jp）や祭特集号の広報紙などでご確認ください。

だんだんバスが無料に
　８月６日、７日はだんだんバスが無料運行されます。
■運行時間　米子駅発　午前９時～午後６時（30分間隔）
便利なだんだんバスをご利用ください。
※だんだんバス以外の路線バス、どんぐりバスは無料に
なりませんのでご注意ください。



〝
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
１
回
〞

記
念
す
べ
き
第
１
回
は
、
市
内
で

食
品
製
造
販
売
会
社
を
経
営
し
て

お
ら
れ
る
酒
井
昭
徳
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
ご
存
じ
で
す
か
？

酒
井
さ
ん　

言
葉
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
意
味
は
？
？
？

で
す
ね
。

―
―
会
社
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

酒
井
さ
ん　

現
在
従
業
員
20
名
、

男
性
６
名
、
女
性
14
名
で
、
業
務

用
畜
産
加
工
品
を
主
に
事
業
を
展

開
し
、
近
年
は
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
た
め
に
地
産
地
消
を
意
識
し

た
商
品
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
の
消
費
者
の
食
の

安
心
・
安
全
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
受
け
て
、「
根
拠
の
あ
る
安
心
・

安
全
」
を
実
現
す
べ
く
、
認
証

取
得
へ
の
取
組
み
を
実
施
し
て
お

り
、
鳥
取
県
版
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
適
合

認
定
制
度
を
現
在
申
請
中
で
す
。

―
―
従
業
員
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
、
心
掛
け
て
い
る
こ
と
や
実
践

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
？

酒
井
さ
ん　

社
員
が
仕
事
と
子
育

て
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

社
員
全
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を

作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の

社
員
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
産

前
産
後
休
業
や
育
児
休
業
、
育
児

休
業
給
付
金
、
育
児
休
業
中
の
社

会
保
険
料
免
除
な
ど
の
制
度
の
周

知
や
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
時
差
出
勤
や
ノ
ー
残

業
デ
イ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

―
―
な
る
ほ
ど
、
先
ほ
ど
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
意
味

に
つ
い
て
、「
？
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
経
営
者
と
し
て
十
分

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

実
践
し
て
お
ら
れ
ま
す
ね
（
笑
）。

そ
れ
で
は
酒
井
さ
ん
ご
自
身
の
仕

事
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
充
実
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

酒
井
さ
ん　

そ
う
で
す
ね
、
も
う

20
年
に
な
り
ま
す
が
、
少
年
サ
ッ

カ
ー
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
最

近
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
逆
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。
充
実
度
満
点
で
す
。
た

だ
、
家
庭
で
は
子
育
て
時
代
が
終

わ
り
、
こ
れ
か
ら
親
の
介
護
時
代

を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、
不
安
な

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
ね
。

―
―
最
後
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
つ
い
て
、
米

子
市
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

酒
井
さ
ん　

取
り
組
み
事
例
な

ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ら

れ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
も
ら
う
と

助
か
り
ま
す
ね
。

―
―
わ
か
り
ま
し
た
。そ
れ
で
は
、

来
月
号
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま

す
。
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ワーク・ライフ・バランスについて
知っていますか？

　ワーク・ライフ・バランスとは「仕事と生活の調和」。
　働くすべての人々が「仕事」と、育児、介護、趣味、学習、休養、地域活動といった「仕事以外の生活」
と調和をとり、その両方を充実させる働き方・生き方のことです。米子市では今年度から10月をワー
ク・ライフ・バランス推進月間に設定し、女性や高齢者を含む市民の誰もが多様な働き方を選択する
ことができ、一人ひとりがそれぞれの能力を発揮して働き続けることができる社会をめざします！
　広報よなごでは、市民の皆さんの率直な声を紹介するとともに、ワーク・ライフ・バランスについ
て身近に感じてもらい、理解を深めてもらうため、７月号から10月号にかけて特集します。

■問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９、 ３７－３１８４）
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平
成
28
年
度　
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間

子
ど
も
を
地
域
全
体
で

育
み
ま
し
ょ
う

　

よ
く
『
子
ど
も
は
地
域
の
宝
』

と
い
わ
れ
ま
す
。
明
日
の
米
子
市

を
担
う
宝
を
地
域
全
体
で
育
む
こ

と
が
肝
要
で
す
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
地

域
全
体
で
支
え
、
喜
び
合
い
ま

し
ょ
う
。

★
子
ど
も
た
ち
に
積
極
的
に
声
か

け
を
し
ま
し
ょ
う

　

近
隣
の
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

い
、
積
極
的
に
声
か
け
を
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
善
い
行
な
い

を
目
に
し
た
と
き
は
、
た
め
ら
わ

ず
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
（
保

護
者
の
方
や
学
校
に
も
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
）。
逆
に
危
険
な
行
動

や
遊
び
、
ル
ー
ル
違
反
に
は
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
せ
ず
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

★
子
ど
も
た
ち
の
立
場
を
考
え
ま

し
ょ
う

　

子
ど
も
が
困
っ
て
い
る
時
、
苦

し
ん
で
い
る
時
こ
そ
、
良
き
理
解

者
、
親
身
な
相
談
相
手
に
な
っ
て

支
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

危
険
な
様
子
や
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
さ
さ
い
な
こ
と
と
思

わ
れ
て
も
、
学
校
ま
た
は
警
察
、

場
合
に
よ
っ
て
は
児
童
相
談
所
に

連
絡
す
る
な
ど
早
い
対
応
が
効
果

的
な
解
決
策
で
す
。

地
域
の
力
を
結
集
し
ま
し
ょ
う

　

近
年
、
埼
玉
県
朝
霞
市
で
起
き

た
女
子
中
学
生
誘
拐
事
件
な
ど
全

国
的
に
児
童
・
生
徒
が
被
害
者
に

な
る
重
大
事
件
や
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
こ
の
米
子
市
で
も
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

米
子
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で

は
昨
年
度
（
平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）

米
子
市
内
で
発
生
し
た
不
審
者
情

報
を
91
件
受
理
し
ま
し
た
。

　

校
種
別
内
訳
は
小
学
校
25
件
、

中
学
校
17
件
、高
校
49
件
で
し
た
。

　

不
審
行
為
の
内
容
は
「
変
質
的

行
為
」
が
最
も
多
く
26
件
、「
写

真
撮
影
」が
23
件
、「
つ
き
ま
と
い
」

が
17
件
、「
暴
力
的
行
為
」
が
13

件
、「
声
か
け
」
が
10
件
、「
そ
の

他
」
２
件
の
順
で
す
。

　

こ
の
中
に
は
突
然
の
写
真
撮
影

や
変
質
的
な
行
為
な
ど
子
ど
も
が

不
安
を
覚
え
る
事
案
や
、「
車
に

乗
り
な
よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た

り
、
体
を
触
ら
れ
る
、
抱
き
つ
か

れ
る
な
ど
、
ひ
と
つ
間
違
え
ば
重

大
事
件
に
な
り
う
る
よ
う
な
事
案

も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
害
の
多
発
時
間
帯
は

午
後
４
時
か
ら
６
時
の
間
の
35
件

で
し
た
。

　

現
在
、
少
年
指
導
委
員
を
は
じ

め
、地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、

子
ど
も
の
下
校
時
の
見
守
り
や
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
一
部
の
方
々
の
取

り
組
み
だ
け
で
は
子
ど
も
の
安
全

を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地

域
の
皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し
て
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

◆
下
校
時
間
帯
に
お
け
る
通
学
路

で
の
「
パ
ト
ロ
ー
ル
（
見
守
り

活
動
）・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
犬
の
散

歩
・
買
い
物
時
の
往
来
」、
そ
し

て
、「
玄
関
先
の
掃
除
や
花
木
の

手
入
れ
」
な
ど
が
不
審
者
の
出

没
を
許
さ
な
い
安
心
安
全
な
環

境
と
な
り
効
果
的
で
す
。

米
子
市
少
年
指
導
委
員
を

２
１
３
人
の
方
々
に
委
嘱
し

ま
し
た

　

米
子
市
で
は
各
地
区
の
青
少
年

育
成
会
、
小
中
高
等
学
校
の
教
員

等
２
１
３
人
の
方
々
に
少
年
指
導

委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
６
月

１
日
に
委
嘱
状
の
交
付
式
、
お
よ

び
研
修
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

少
年
指
導
委
員
の
皆
さ
ん
に
は

日
頃
か
ら
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

心
温
ま
る
声
を
か
け
て
見
守
っ
て

い
た
だ
い
た
り
、
登
下
校
中
や
夜

間
、
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
街

頭
指
導
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
だ

き
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
非
行

防
止
、
被
害
防
止
、
地
域
で
の
青

少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
の
浄
化

な
ど
に
大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

米
子
市
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

米
子
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

青
少
年
育
成
米
子
市
民
会
議

第
66
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

〜
あ
い
さ
つ
の
愛
の
一
声

ふ
れ
あ
い
街
ぐ
る
み
〜

　

毎
年
７
月
は
『
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
』
の
強
調
月
間
で

す
。
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の

国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
に

走
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
、
今
年
で
66
回
を
数
え

ま
す
。

　

米
子
市
推
進
委
員
会
で
は
、

「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
立
ち
直

り
の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民

の
理
解
と
参
加
を
求
め
る
」
こ

と
を
目
標
に
、
幅
広
い
運
動
を

展
開
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

米
子
保
護
区
保
護
司
会

☎
・

34
―
７
２
７
６

米
子
市
人
権
政
策
課

☎
23
―
５
４
１
５
、

37
―
３
１
８
４

◆
主
な
行
事
◆

▼
７
月
30
日
㈯
〜
８
月
１
日
㈪

第
34
回
少
年
育
成
野
球
大
会

場
所
：
ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子

市
民
球
場



ふるさと納税の状況をお知らせします
◆平成27年度の実績（平成27年４月から平成28年３月の米子市への「ふるさと納税」）
45,714人の方から７億3,103万5,379円のご寄付をいただきました。ありがとうございました。
◆使途別の集計

指定使途 件数（件） 寄附金額（円）
①輝く子ども応援団 17,916 251,476,170
② 中 海 再 生 応 援 団 7,878 102,344,953
③ 地 域 の 力 応 援 団 6,114 78,951,821
④歴史・文化応援団 5,665 72,372,503
⑤がいなよなご応援団 15,326 225,889,932

合計 52,899 731,035,379
※お一人で複数の使途指定がありますので、
寄附者数と件数は一致しません。
◆平成28年度の主な「がいなよなご応援基金」活用事業
　ふるさと米子を思われる皆さまのお気持ちに十分に応えるよう、指定された使途に沿って有効に活用させていた
だきます。

主な事業
耀く子ども
応援団

教育環境の充実と、子育て支援
のために

保育園遊具購入事業　（16,092千円）
不妊治療費助成事業　（8,404千円）

中海再生
応援団

中海の環境保全と中海を生かし
た観光・産業のために

市内の小学校が行なう、なかうみ環境学習事業（1,497千円）
中海水質浄化のための水質調査事業　（503千円）

地域の力
応援団 地域福祉の充実のために

消防団装備資機材整備事業（14,934千円）
循環バス（だんだんバス）車両購入事業（32,731千円）
スポーツ施設整備事業　（40,793千円）

歴史・文化
応援団

歴史・文化その他の地域資源の
保存と活用のために

米子城・魅せる！プロジェクト事業（1,200千円）
淀江傘伝承活性化事業　（1,500千円）
米子市周年史編纂事業　（8,266千円）

がいなよなご
応援団

市長が特に「ふるさと米子」の
未来に向けてのがいな発展に寄
与すると認める事業のために

ふるさと納税寄附者に地元産品をＰＲするとともに、本市のサポーターに
なっていただくよう働きかける地域産品PR事業（340,644千円）

■問合せ　市民自治推進課（☎２３－５３８９、 ２３－５３５４、Ｅメール：jichisuishin@city.yonago.lg.jp）

水鳥公園ネイチャーセンター
の整備を行ないました。

市民レガッタや少年少女ボー
ト教室で使用するボートを購
入しました。

公の施設の指定管理者を募集します
　平成29年４月から次の公の施設の管理を民間事業者等に行なっていただくため、地方自治法に基づく指定管理者
を募集します。市は、応募があった民間事業者等のうちから指定管理者の候補者を選定し、指定管理者候補者選定
委員会の審議、市議会の議決を経て指定管理者に指定します。くわしくは、公募の日以降に米子市ホームページま
たは各施設の担当課で配布している募集要項でご確認ください。
■募集する施設

施設の名称 指定の期間 担当課

米子市勤労青少年ホーム 平成29年４月１日から３年間 商工課（☎２３－５２１６、 ２２－６１０６、Ｅメール：shoko@
city.yonago.lg.jp）

米子市万能町駐車場　
米子駅前地下駐車場　
米子駅前地下駐輪場

平成29年４月１日から５年間 建設企画課（☎２３－５５２９、 ２３－５３９６、Ｅメール：
kensetsukikaku@city.yonago.lg.jp）

■公募の日　７月８日（金）　■募集期間　７月15日（金）～８月17日（水）
■応募することができる方　法人その他の団体（個人は、応募することができません。）
■問合せ　施設の概要や指定管理者の募集要項についてのお問い合わせは、各施設の担当課まで。

指定管理者制度についての一般的なお問い合わせは、総務管財課（☎２３－５３２３、 ２３－５３９０、
Ｅメール：somu@city.yonago.lg.jp）まで。

子育て支援センターを新規開設（委託）しました
　育児の悩みの相談の場、親子同士の交流の場として、平成28年６月１日から「新開子育て支援センター C

チ ュ

HU　
C
チ ュ

HU」を開設しています。子育ての悩みを相談したい方も、子育て仲間を作りたい方も、お子さんと一緒にお気軽
にご利用ください。
■施設名および所在地　子育て情報ステーション　CHUCHU内（新開 6-11-16）（☎３３－４１２２）
■開所時間　毎週月曜日から土曜日の午前10時～午後４時
■対 象　就学前のお子さんと保護者の方、妊娠中の方　　　　　　■利用料　無料
■問合せ　こども未来課（☎２３－５１７８、 ２３－５１３７）



平成28年度上下水道普及啓発事業
「“よなごの水”といっしょに大ぼうけん」

　普段何気なく使っている上下水道への理解と関心を深
めてもらうため、「よなごの水といっしょに大ぼうけん」
を実施します。
■ところ　米子市児童文化センター
パネル展　７月23日（土）～８月５日（金）
イベント　７月23日（土）、24日（日）、30日（土）、

31日（日）の午後１時30分～３時30分
○ヨネギーズ、パッキン☆マンのコラボ出演による下
水道クイズ大会、ヨネギーズ、パッキン☆マンの塗
り絵やペーパークラフト、水風船すくい等

　参加無料ですので、お気軽に参加してください。

★協賛企画
　「よなごの水といっしょに大ぼうけん」の期間中、米
子市立図書館と児童文化センター図書館内に、水に関す
る書籍の特設コーナーを設け貸出しをします。

水に関わる施設見学会（雨天決行）
■と き　７月23日（土）、８月３日（水）の
　　　　　　午後１時30分～４時30分
■見学場所　米子市水道局および米子市下水道内浜処理

場（バスで移動）
■対 象　市内在住の小学生（保護者同伴）
■集合場所　市役所正面玄関に午後１時集合
■募集人数　各日とも26人
■参 加 費　無料
■申込方法　下水道営業課まで住所、氏名、年齢、連絡
先、希望日をお知らせください。

■申込締切　７月15日（金）午後５時　ただし先着順で
定員に達した場合は締め切ります。

■申込・問合せ　
　下水道営業課（☎３４－１３８７、 ３４－７５１５、
　　　Ｅメール：gesuidoeigyou@city.yonago.lg.jp）

ラムサールシンポジウム2016
「中海・宍道湖セッション」参加者募集
　日本のラムサール条約登録湿
地における取組、現状、課題の
レビューを行なうシンポジウム
を開催します。
　シンポジウムの中では、市民
の皆さんにご参加いただける「中
海・宍道湖セッション」が開催
されますので、参加を希望され
る方はお申し込みください。
■と き
　８月28日（日）午前９時30分～午後０時45分
■ところ　米子全日空ホテル
■内 容　○開会式（午前９時30分～９時50分）
　○トークショー（午前10時～10時45分）
　　「中海・宍道湖とトゥギャザーしようぜ」
　　　ルー大柴さん（タレント）
　○中海、宍道湖での活動事例報告

　　（午前10時55分～午後０時45分）
■参加費　無料（要事前申込）
■定 員　先着150人
■申込方法
　申込書による申込み（ＦＡＸ・郵送）または電子メー
ルによる申込み。※申込書は鳥取県西部総合事務
所、米子市役所総合案内、米子市環境政策課（旧
庁舎）に設置するほか、米子市環境政策課ホーム
ページからもダウンロードできます。

■申込期限　８月15日（月）消印有効
■申込先　〒６９０－８５０１　島根県松江市殿町１
　島根県環境政策課（☎０８５２－２２－６４４５、
０８５２－２５－３８３０、Ｅメール：kankyo@

pref.shimane.lg.jp）
■問合せ　環境政策課
　　　　　（☎２３－５２５６、 ２３－５２５８）

はじまる！はじまる！ここから、はじまる！よなごでエコする！ 

よなご環境フェスタ２０１６
■と き　９月10日（土）午前10時～午後３時
■ところ　米子市文化ホール
・今年は先着200人にご来場記念として、トイレットペーパー１
個プレゼント！

・さらに、今年は９月11日（日）に行なわれる「やすぎ環境フェ
ア」と連携し、「よなご環境フェスタ」、「やすぎ環境フェア」
の２日間連続で来場された方に米子水鳥公園入場券をプレゼ
ント！

とっとりエコサポーターズ　募集中
　とっとりエコサポーターズと
は、鳥取県地球温暖化防止活動
推進員の愛称で、地域で温暖化
防止対策を広め、持続可能な社
会づくりに貢献する人たちで、
知事から委嘱を受け自治体等と
一緒になって活動しています。

　あなたも、養成講座を受け、とっとりエコサポーターズな
りませんか？
■と き　７月28日（木）午前10時～午後４時30分
■ところ　南部町総合福祉センターしあわせ
■内 容　講義「地球温暖化問題の基礎知識と最新情報」
　ワークショップ「省エネ対策の実際」、「温暖化防止教育の

実際」など
■講 師　公立鳥取環境大学教授　岡﨑誠さん　ほか
■申込締切日　７月21日（木）
■申込・養成講座についての問合せ　鳥取県地球温暖化防
止活動推進センター（☎・ ０８５７－５２－２７００、Ｅ
メール：eco.f.tottori@gmail.com、ホームページ http://
ecoft.org/index.html）
※とっとりエコサポーターズについては、鳥取県生活環境部
環境立県推進課（☎０８５７－２６－７８７５）にお問い合わ
せいただくか、ホームページ（http://www.pref.tottori.
lg.jp/148281.htm）をご確認ください。



　「よなごの宝88選」から
山陰電気米子変電所ビル　　《宝No.37》　　道笑町３丁目

　米子に現存する唯一のレンガ造建築です。大正７年（1918）に山陰電気株式会社の米子変電所として完成しました。
　山陰電気株式会社は明治40年（1907）に創立し、日野川沿いに水力発電所が建設されました。石造りの旧江尾発電
所は大正８年の建築ですが、米子変電所はその前年に建っています。現在は住宅として使われていますが、正面入
口の上部には社名を刻んだ御

み か げ い し

影石の銘板が埋め込まれ、妻壁の軒下には送電用の碍
が い し

子も残っており、この建物が変
電所であったことを物語っています。
　建物規模は桁

けた

行15.5メートル、梁
はり

行9.5メートル、建坪147.25平方メートル、２階建て
としては軒の高さが9.8メートルと高いです。外壁はレンガの長手と小口を交互に積み上
げるイギリス積みの工法を用い、建物の四隅には御影石が積み上げられています。窓の
上部も御影石がアーチ状に積まれ、上部にはキーストーンが挿入されるなど、ルネサン
ス様式の技法が随所に見られます。
　近代の産業施設として、当時の建築文化の質の高さがうかがわれ、町並みにも彩

いろどり

を与
えている貴重な赤レンガの洋館です。内部は非公開です。【よなごの宝88選実行委員会】
お知らせ　よなごの宝を語る会　ミニ講演「若き日の板祐生」中尾慶治郎氏、７月16日（土）午前11時～午後２時、会場：
トイズキッチンカフェ（西倉吉町笑い庵）、定員：25人、参加費：1,500円（昼食付）。申込みは、住所・氏名・電話
番号を記入し郵便またはＦＡＸで「よなごの宝88選事務局」（東町161-2　文化課内、 23-5414）まで

　

「地蔵信仰が育んだ日本最大の大山牛馬市」というストーリー
◆「大山さんのおかげ」～「神坐

いま

す山」に生まれた「地蔵信仰」～
　大山の山頂に現れた万物を救う地蔵菩薩への信仰は、平安時代末以降に牛馬信仰を育み、牛馬
のご加護を願う人々を大山寺に集めました。
　大山の裾野に自然に生まれた牛馬の市は、江戸時代には大山寺に庇護され信仰に裏打ちされた
全国唯一の「大山牛馬市」として隆盛を極め、明治時代には日本最大の牛馬市へと発展しました。
　西国諸国からの参詣者や牛馬を連れた商人などの往来でにぎわった「大山道」沿いには、今も
往時を偲ぶ石畳道、かつての宿場の町並み、牛馬とともに暮らした生活の様子をとどめる農村の
景観、独特の食文化、そして「大山の水」にまつわる行事や風習が伝わり、人々が日々「大山さ
んのおかげ」と感謝の念を捧げながら、大山を仰ぎ見る暮らしが息づいています。
　大山山麓地域の日本遺産ストーリーは、地域に多数ある歴史物語の中から、大山の水に端を発
する大山信仰と大山道・大山牛馬市の歴史に光をあて、建造物や生活様式、食文化、民俗や風習
などの地域に伝わる指定・未指定の文化財を構成文化財群として結んだものです。
　ストーリーを構成する文化財のうち、米子市に関連するものは次の３つです。

▼大
だいせんみち

山道（尾
お

高
だかみち

道）：中世の要衝であった尾高城と大山寺を結んだ古くからの参詣道。江戸時
代には旧会見郡や米子城下の商人などが行き交う主要参詣道でした。

▼旧加茂川の地蔵：江戸時代から旧加茂川沿いに設けられた地蔵札所や祠堂。地蔵信仰が大
山の裾野まで行き渡っていたことを物語るものです。

▼大山おこわと大山そば：大山参りの弁当として親しまれた大山おこわ。大山牛馬市の名物として
親しまれた大山そば。いずれも大山山麓の伝統食です。

　米子城跡天守石垣および付近
の草刈り、清掃を行ないます。
劇的に変わる梅雨明けの石垣の
ビフォー・アフターを間近で体
験してみませんか。

■と き　７月30日（土）午前８時～11時
■集 合　湊山公園艇庫前駐車場　午前７時50分
■申込期限　７月27日（水）

■その他
　※少雨決行します。
　※軽作業ができる服装でお越しください。
　※各自、軍手、草刈鎌など道具をご持参ください。
　※暑い時期ですので、水分補給など熱中症対策には十

分ご注意ください。
■主 催　ＮＰＯ法人夢蔵プロジェクト
　　　　　鳥取県建築士会西部支部
　　　　　米子市教育委員会
■申込・問合せ
　文化課（☎２３－５４３７、 ２３－５４１４）

大山山麓地域の日本遺産について（大山町、伯耆町、江府町、米子市）



同じ中学校に通う同級生、戸山ミナちゃんと平山ジローくん。米子の歴史や文化（カルチャー）のことにくわ
しいかるちゃんといっしょに米子城の魅力や謎に迫ります。今回は、米子の城下町について学びます。
ミナちゃん：私、夏休みに米子の城下町についてまとめてみたいなと思ってるの。
かるちゃん：それはいいね。学んだことを自分なりに整理してみると復習になるし、

新たな疑問もわいてくる。さらに理解が深まっていくことになるよ。
ジローくん：「春の米子城下町がっつりウォーク！」で聞いた話も参考になるよね。
ミナちゃん：創業200年を超える老舗長田茶店のある岩倉町界隈が気になったわ。
かるちゃん：長田茶店の店内に入ると高い天井や太い梁など典型的な町

まち

屋
や

造りの特
徴を見ることができるね。別棟にはお茶を船で運ぶ際に使った茶壷も
置いてあるし、米子のお茶文化の情報発信地にもなっているよね。

ジローくん：海陸通商の町として栄えた米子では、城の外堀の一部だった旧加茂川
周辺に商家が集まっていたんだよね。岩倉町界隈もそうだったのかな。

かるちゃん：岩倉町の町禄（藩が町人に与えた生産販売特権）である昆布などの海
産物や乾物を北前船などで各地から運んできて、中海で艀

はしけ

に移し替え
て蔵まで運び、販売していたんだ。明治４年の「米

よ な ご

子惣
そう

町
まち

船
ぶね

御
おん

改
あらためちょう

帳」
を見ると、岩倉町には二

に こ く

石積（約300キログラムに相当）の艀15艘
そう

が
所属し、中海と旧加茂川の間を行き交っていたことがわかるよ。

ミナちゃん：中
な か ん た な

ノ棚橋から中ノ棚曲りにかけてのところでは魚市も開かれていたっ
て聞いたわ。あのあたり一帯が賑わっていたのね。

ジローくん：中ノ棚橋の一つ上流の天神橋のたもとには天満宮などもあったんだね。
かるちゃん：そう。橋から見て右側に北

き た の

野天
てんじん

神、左側に稲
い な り

荷大
だいみょうじん

明神があったんだ。そ
れが天神町や天神橋の名前の由来なんだけど、当時このあたりは、右
岸は物流のための船着場や土蔵ばかりで左岸側にしか町屋がなかった
ことから片

かたはらまち

原町とも呼ばれていた。天神橋も、もう少し下流側にあっ
たんだけど、昭和４年に架け替えられて今の場所になったんだよ。現在、
元の場所には天神橋地蔵だけが残されているね。

ミナちゃん：ああ、それであの場所にお地蔵様があるんだ。そういえば旧加茂川沿
いの橋のたもとにはお地蔵様がたくさん祀

まつ

られているわね。
かるちゃん：いいところに気がついたね。旧加茂川では江戸時代の中頃、彦

ひ こ そ

祖という
宮大工の棟梁が地蔵を祀ったのが始まりとされていて、それから後に
増えていったんだ。このことは、大山を起点とした地蔵信仰が江戸時
代には、大山山麓の裾野の町である米子地域にまで広まっていたことを物語っているんだよ。

ジローくん：それって、もしかして今話題になってる「大山山麓地域の日本遺産ストーリー」なのでは？
かるちゃん：おっ、ジローくんするどいね。８月23日（火）には地蔵様のお祭り「加茂川まつり」もあるので、次回もう少

し旧加茂川のお地蔵様のことを調べてみようか。それと、７月30日（土）の「米子城 魅せる！プロジェクト
2016（米子城跡石垣清掃）」にも参加してみないかい？梅雨明けの石垣をきれいに変身させるイベントだよ。

ミナちゃん・ジローくん：さんせーい。米子城跡の石垣清掃も加茂川まつりもお地蔵様調べも、全部楽しみ～！
意外なところで大山との接点が。日本遺産や米子城跡石垣清掃も要チェックです。次回もおたのしみに！

（米子市教育委員会　文化課）
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◎問合せ　米子市美術館
☎３４－２４２４、 ３３－０６７９
ホームページ：http://www.yonagobunka.net/y-moa/

米子市美術館　特別企画展
國頭繁次郎生誕100年記念

－シベリアの記憶－國
く に と う

頭繁
し げ

次
じ

郎
ろ う

と宮
み や ざ き

崎 進
し ん

　米子市淀江町出身の洋画家・國頭繁次郎（1916～1969）は、今
年生誕100年を迎えます。
　國頭は２度従軍し、終戦後は４年間のシベリア抑留を経験しました。
帰国後は憑

つ

かれたように作品制作に没頭し、多くを語らず作画の中で
シベリアでの苦悩を表現してきました。
　山口県周南市出身の宮崎 進（1922～）も、同じく４年間のシベ
リア抑留の経験を持つ画家であり、帰国後はその経験を基に制作し、
2004年第26回サンパウロビエンナーレでは日本代表として参加する
など、国内外で評価されています。現在、94歳である宮崎は、シベ
リア抑留の経験者であるからこそ表現できる作品を今なお制作しつづ
けています。
　本展では國頭、宮崎の油彩・素描・版画・彫刻作品あわせて約70
点を紹介します。観覧料、関連事業などくわしくは25ページ「７月
の催し」をご確認ください。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

人
権
に
つ
い
て

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は
、
同
性
愛

な
ど
の
性
に
関
す
る
少
数
派
に
属
す
る

人
た
ち
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は

都
会
や
芸
能
界
で
の
こ
と
」「
周
囲
に
も

い
な
い
し
、
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

全
国
７
万
人
を
対
象
に
、
大
手
広
告

代
理
店
が
実
施
し
た
調
査
で
は
「
13
人

に
１
人
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
該
当

す
る
」
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
決
し
て
特
別
な
存

在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
で
は
、
大

人
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
も
、

心
と
か
ら
だ
の
性
の
違
い
を
持
つ
こ
と

に
悩
み
を
抱
い
て
い
る
人
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
？

　

近
年
広
が
っ
た
言
葉
と
し
て
、「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
い
う
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

を
指
す
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉

は
、
一
般
的
に
次
の
こ
と
を
指
し
て
い

ま
す
。

　

Ｌ
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
女
性
の
同
性
愛

者
）、
Ｇ
（
ゲ
イ
、
男
性
の
同
性
愛
者
）、

Ｂ
（
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、
男
女
ど
ち
ら

も
恋
愛
の
対
象
に
な
る
人
）、
Ｔ
（
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
心
と
か
ら
だ
の
性

が
一
致
し
な
い
人
）。
性
に
関
す
る
感

覚
は
、
こ
の
四
つ
以
外
に
も
色
々
あ
り
、

一
言
で
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
い
っ
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
尊
重
す

る
取
組
み

　

実
際
に
日
本
で
も
、
公
的
に
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
を
尊
重
す
る
取
り

組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

東
京
都
渋
谷
区
で
は
、
同
性
の
パ
ー
ト

ナ
ー
に
対
し
て
、
男
女
の
婚
姻
届
と
同

じ
よ
う
な
効
力
を
持
つ
、「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
証
明
書
」
の
交
付
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理

解
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
過
ご
し
や
す
い
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
を
尊
重

す
る
環
境
は
、
徐
々
に
整
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
周
囲

の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
く
、「
自
分
が

お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
」「
誰
に
も

相
談
で
き
な
い
」
な
ど
の
孤
独
感
を
持

つ
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
、

一
人
ひ
と
り
身
体
も
性
格
も
違
う
よ
う

に
、
性
の
あ
り
方
も
人
に
よ
っ
て
違
っ

て
い
ま
す
。

　
「
性
の
あ
り
方
」
に
関
す
る
正
し
い

理
解
が
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、
み
な

さ
ん
の
人
権
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　
（

37
―
３
１
８
４
）



さ
っ
き
の
防
災
無
線
の
内
容
は
？

緊
急
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
０
１
２
０
―
３
１
０
―
４
７
５
（
サ
イ
ガ
イ
ゼ
ロ
ヨ
ナ
ゴ
）

く
ら
し
の情

報

　

湊
山
公
園
の
一
部
が
利
用
で
き

ま
せ
ん

　

８
月
11
日
㈭
か
ら
13
日
㈯
の

間
、
第
68
回
西
日
本
医
科
学
生
総

合
体
育
会
ボ
ー
ト
部
門
が
錦
海

ボ
ー
ト
コ
ー
ス
に
て
行
な
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
湊
山
公
園
の

利
用
を
一
部
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

期
間　

８
月
９
日
㈫
〜
13
日
㈯

場
所　

湊
山
公
園
と
駐
車
場
の
一

部
　

く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
次
の

問
合
せ
先
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

・
大
会
に
関
す
る
こ
と

　

国
立
大
学
法
人
鳥
取
大
学

　

医
学
部
学
務
課
（
☎
38
―

７
１
０
０
、

38
―
７
１
０
９
）

・
公
園
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

　

米
子
市
維
持
管
理
課
（
☎
23
―

５
２
４
９
、

23
―
５
２
５
４
、

Ｅ
メ
ー
ル
：kanri@

city.
yonago.lg.jp

）

　

65
歳
以
上
（
介
護
保
険
の
第
１

号
被
保
険
者
）
の
方
へ

　

平
成
28
年
度
介
護
保
険
料
の
決

定
通
知
書
を
７
月
８
日
頃
に
郵
送

し
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―

５
１
３
１
、

23
―
５
０
１
２
）

　

全
国
高
校
総
体
の
た
め
弓
ヶ
浜

公
園
の
駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す

　

８
月
１
日
㈪
〜
６
日
㈯
の
間
、

鳥
取
県
立
武
道
館
で
全
国
高
校
総

体
の
弓
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
多
数
の
出
場
者
が
来
場

し
ま
す
の
で
、
大
会
期
間
中
は
隣

接
す
る
弓
ヶ
浜
公
園
の
駐
車
場
が

大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
公
園
利
用
者
の
方
に
は
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
、

23
―
５
４
１
４
）

　

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

の
お
願
い

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
28
年

７
月
31
日
現
在
で
、
常
用
労
働
者

を
１
人
か
ら
４
人
雇
用
し
て
い
る

事
業
所
を
対
象
に
毎
月
勤
労
統
計

調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
人
か
ら
４
人

円
。
平
成
22
年
以
前
の
参
加
者
は

２
回
目
の
応
募
が
可
能
で
す
。

○
実
施
地
域
や
日
程
に
つ
い
て

は
、
日
本
遺
族
会
事
務
局

（
☎
03
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１
、

03
―
３
２
６
１
―
９
１
９
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

鳥
取
県
遺
族
会
（
☎

０
８
５
７
―
39
―
２
２
７
０
）

　

自
衛
官
募
集
説
明
会

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所
で
は
、

平
成
28
年
度
、
陸
・
海
・
空
自
衛

官
の
各
種
あ
る
コ
ー
ス
等
の
受
験

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
無

料
で
手
続
き
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
き　

７
月
24
日
㈰　

午
後
１
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
５
階
・
第
５
会
議
室

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　　

加
茂
川
中
海
遊
覧
船
「
水
上
か

ら
の
中
海
の
夕
日
」
参
加
者
募
集

　

日
没
30
分
前
か
ら
始
ま
る
海
上

の
ド
ラ
マ
。
中
海
に
沈
む
夕
日
に

は
し
ば
し
人
を
感
動
さ
せ
る
魔
法

が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

規
模
の
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、

労
働
時
間
お
よ
び
労
働
者
数
の
動

向
を
明
ら
か
に
す
る
大
切
な
調
査

で
す
。
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所

に
は
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬

に
か
け
て
統
計
調
査
員
が
訪
問
し

て
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
厳
し
く
秘
密

が
守
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
の
う

え
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

鳥
取
県
地
域
振
興
部

統
計
課
（
☎
０
８
５
７
―
26
―

７
１
０
７
、

０
８
５
７
―
23
―

５
０
３
３
）

　　

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ま
へ

　

日
本
遺
族
会
で
は
、｢

戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
、
父
等

の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
な
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
費
用
は
参
加
費
と
し
て
10
万

ん
な
夕
日
を
遊
覧
船
上
か
ら
眺
め

て
見
ま
せ
ん
か
？

※
参
加
者
全
員
に
お
土
産
が
付
き

ま
す
。

※
悪
天
候
の
場
合
、
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

７
月
30
日
㈯　

午
後
６
時

集
合

と
こ
ろ　

加
茂
川
中
海
遊
覧
船
乗

り
場

定
員　

先
着
20
人
程
度

料
金　

１
，
２
０
０
円

申
込
締
切　

７
月
27
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

米
子
市
観
光
協

会
（
☎
37
―
２
３
１
１
、

37
―

２
３
７
７
）

　

い
ざ
と
い
う
時
の
着
物
着
付
教
室

　

米
子
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

は
、「
着
物
着
付
教
室
」
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

と
き　

７
月
25
日
㈪
〜
10
月
31
日

㈪
の
午
後
７
時
〜
９
時
（
毎
週
月

曜
日
、
全
12
回
）（
８
月
15
日
、

９
月
19
日
、
10
月
10
日
は
お
休

み
。）

と
こ
ろ　

米
子
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
米
子
産
業
体
育
館
裏
）

定
員　

18
人

※
こ
の
講
座
は
勤
労
青
少
年
が
対

象
で
す
が
、
空
き
が
あ
る
場
合
一

般
希
望
者
の
方
も
お
申
込
み
い
た



だ
け
ま
す
。
準
備
い
た
だ
く
用
品

等
に
つ
い
て
は
、
申
込
時
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

講
師　

田た
な
か中

佳か

づ

こ

津
子
さ
ん

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　

７
月
22
日
㈮
※
定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

米
子
市
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
・

34
―

５
１
５
４
）
※
年
末
年
始
、
祝
日

お
よ
び
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

　

社
会
で
役
立
つ
毛
筆
習
字
教
室

　

米
子
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

は
、「
毛
筆
習
字
教
室
」
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

と
き　

７
月
25
日
㈪
〜
10
月
31
日

㈪
の
午
後
７
時
〜
９
時
（
毎
週
月

曜
日
、
全
12
回
）（
８
月
15
日
、

９
月
19
日
、
10
月
10
日
は
お
休

み
。）

と
こ
ろ　

米
子
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
米
子
産
業
体
育
館
裏
）

定
員　

16
人

※
こ
の
講
座
は
勤
労
青
少
年
が
対

象
で
す
が
、
空
き
が
あ
る
場
合
一

般
希
望
者
の
方
も
お
申
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。
準
備
い
た
だ
く
用
品

等
に
つ
い
て
は
、
申
込
時
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

講
師　

世せ

川が
わ

道み
ち

子こ

さ
ん

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　

７
月
22
日
㈮
※
定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

米
子
市
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
・

34
―

５
１
５
４
）
※
年
末
年
始
、
祝
日

お
よ
び
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

　

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

米
子
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
利
用
者
の
た
め
に
、

送
迎
用
リ
フ
ト
バ
ス
を
日
野
川
か

ら
東
側
の
コ
ー
ス
（
月
曜
・
木
曜
）

と
西
側
の
コ
ー
ス
（
火
曜
・
金
曜
）

で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

送
迎
用
リ
フ
ト
バ
ス
の
利
用
者

拡
大
の
た
め
、
コ
ー
ス
の
再
検
討

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
送
迎
用
リ

フ
ト
バ
ス
の
利
用
希
望
の
あ
る
方

は
、
次
の
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡

を
く
だ
さ
い
。（
※
ご
要
望
に
対

応
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

問
合
せ　

米
子
市
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
皆
生
新
田
２
―
10

―
１
）（
☎
32
―
９
０
０
１
、

35
―
６
５
７
７
）

　

１
か
ら
始
め
る
韓
国
語
入
門
講
座

　

初
心
者
を
対
象
に
し
た
「
１
か

ら
始
め
る
韓
国
語
入
門
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。
韓
国
の
文
化
に
触

れ
な
が
ら
楽
し
く
韓
国
語
を
勉
強

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

８
月
23
日
か
ら
12
月
20
日

に
か
け
て
全
16
回
（
原
則
と
し
て

火
曜
日
）、（
う
ち
、
料
理
講
座
１

回
込
み
。
料
理
講
座
は
12
月
10
日

の
土
曜
日
の
予
定
）

昼
の
部
：
午
後
３
時
〜
４
時
15
分

夜
の
部
：
午
後
７
時
〜
８
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
室
ほ
か

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、

ま
た
は
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る

方
で
、
こ
れ
か
ら
韓
国
語
を
勉
強

し
よ
う
と
し
て
い
る
方
。（
た
だ

し
、
今
ま
で
に
米
子
市
の
実
施
し

た
韓
国
語
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

講
師　

米
子

市
国
際
交
流

員　

尹ユ
ン

慈ジ
ャ
ヨ
ン英

受
講
料　

無

料
※
テ
キ
ス

ト
・
資
料
代

２
，
０
０
０
円

募
集
人
数　

昼
の
部
、
夜
の
部
各

20
人
（
定
数
を
超
え
た
場
合
、
抽

選
と
し
ま
す
。）

応
募
締
切　

８
月
10
日
㈬

応
募
方
法　

市
民
自
治
推
進
課
ま

で
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
自
治
推
進

課
（
☎
23
―
５
２
７
２
、

23
―

５
３
５
４
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

jichisuishin@
city.yonago.

lg.jp

）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
63
回
）

と
き　

７
月
21
日
㈭　

午
後
２
時

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
う
つ
病
っ
て
治
る

の
？
」

講
師　

医
療
法
人
勤
誠
会　

米
子

病
院　

院
長　

加か
と
う藤

明と
し
の
り孝

さ
ん

※
入
場
無
料　

申
込
不
要

問
合
せ　
（
公
社
）
鳥
取
県
西
部

医
師
会
（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

平
成
28
年
度
肝
臓
週
間
「
肝
が

ん
撲
滅
運
動
」
市
民
公
開
講
座

と
き　

７
月
24
日
㈰　

午
後
１
時

〜
４
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

　

中
会
議
室
（
講
演
会
）

　

研
修
室
１
（
肝
炎
無
料
検
査
）

テ
ー
マ

①
「
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
の
新
た
な

治
療
法
」

松
江
市
立
病
院
消
化
器
内
科

河こ
う
の野

通み
ち

盛も
り

さ
ん

②
「
肝
臓
が
ん
を
予
防
可
能
な
食

べ
も
の
と
は
？
」　

鳥
取
大
学
医
学
部
機
能
病
態

内
科
学　

岡お
か
の野

淳じ
ゅ
ん
い
ち一

さ
ん

③
「
こ
れ
か
ら
の
肝
臓
病
の
原

因
：
お
酒
と
肥
満
」　

鳥
取
大
学
医
学
部
機
能
病
態

内
科
学　

孝こ
う

田だ

雅ま
さ
ひ
こ彦

さ
ん

◎
講
演
会
終
了
後
、
肝
炎
無
料
検

査
を
行
な
い
ま
す
。（
要
予
約
）

連
絡
先
：
米
子
保
健
所
（
☎
31
―

９
３
１
７
）

※
入
場
無
料
、
講
演
会
申
込
不
要

問
合
せ　

鳥
取
大
学
医
学
部
機
能

病
態
内
科
学
（
第
２
内
科
）
岡
野

淳
一
（
☎
38
―
６
５
２
７
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
半
日
コ
ー
ス
）

と
き　

８
月
７
日
㈰　

午
前
８
時

30
分　

米
子
市
役
所
集
合

行
き
先　

市
内
寺
め
ぐ
り
（
感
応

寺
、
総
泉
寺
ほ
か　

行
程
約
４
キ

ロ
）

解
散
予
定　

米
子
市
役
所
解
散

（
正
午
ご
ろ
）

※
各
自
、
飲
料
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
、

23
―
５
４
１
４
）

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　
ま
だ
知
ら
な
い
キ
ミ
と

　
創
り
た
い
ね

　
男
女
共
同
参
画



　

ふ
ら
っ
と
、
運
動
体
験

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
。
た
だ
し
、
介
護
認
定
の
あ
る

方
は
除
き
ま
す
。

利
用
料　

１
５
０
円

※
予
約
不
要

※
運
動
機
器
の
使
用
は
譲
り
合
い

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

開
放
日
時

ふ
れ
あ
い
の
里
（
２
階　

作
業
療

法
室
）

▼
７
月
４
日
㈪
・
15
日
㈮
・
25
日

㈪　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

▼
７
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
・
20
日

㈬　

午
後
２
時
〜
４
時

弓
浜
地
域
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
機
能
訓
練
室
）

▼
７
月
７
日
㈭
・
14
日
㈭
・
21
日

㈭　

午
後
２
時
〜
４
時

問
合
せ　

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―

５
１
５
５
、

23
―
５
０
１
２
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

の
つ
ど
い

　

認
知
症
に
関
す
る
こ
と
や
、
介

護
の
悩
み
を
話
す
場
で
す
。

と
き　

７
月
12
日
㈫
、
８
月
９
日

㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階　

福
祉
団
体
活
動
室

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
。

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　
参
画
の

　
意
識
が
職
場
の

　
壁
は
ら
い

　
広
が
っ
て
ゆ
く

　
働
き
や
す
さ

問
合
せ　

認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
鳥
取
県
支
部
（
☎
37
―
６
６
１

１
、

30
―
２
９
８
０
）

　
「
裁
判
を
や
っ
て
み
よ
う
！
」

と
き　

７
月
28
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時
10
分

と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部　
　

内
容　

模
擬
裁
判
、
評
議
、
質
疑

応
答
、
法
廷
内
見
学

対
象
者　

小
学
校
５
年
生
お
よ
び

６
年
生
（
保
護
者
同
伴
）

定
員　

13
人
（
申
込
受
付
順
）

申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
地
方
裁
判

所
米
子
支
部
庶
務
課
（
☎
22
―

２
２
０
５
）

米子市職員募集のお知らせ
　平成28年度の米子市職員採用試験の情報（試験日、募集
人数など）については、米子市ホームページなどでお伝え
しています。
■問合せ　職員課（☎２３－５３４２、

Ｅメール：shokuin@city.yonago.lg.jp）

子どものための科学教室
　小学生を対象に科学やものづくりのおもしろさを体験で
きる「子どものための科学教室」が開催されます。開催日
時や申込方法などくわしくは、米子市ホームページ（http://
www.city.yonago.lg.jp/20074.htm) をご確認ください。
■問合せ　鳥取県産業技術センター機械素材研究所
　　　　　（☎３７－１８１１、 ３７－１８２３）

でっかく当たる！
今年のサマージャンボ宝くじは、

１等・前後賞合わせて７億円
サマージャンボミニ7,000万と同時発売
■発売期間　７月６日（水）～29日（金）
■抽 選 日　８月９日（火）
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよ
いまちづくりに使われます。

みんな、集まれ～♪七夕夏まつり
　今年も米子市公会堂で暑い夏を楽しもう。
　去年大好評だった「こども巨大プール」と「こ
どもワクワク縁日」も登場します。
　その他、お楽しみもたくさん！はたらく車コー
ナーでは、国土交通省から、かっこいい除雪車が
やってきます。冬の国道で大活躍の除雪車を間近
で見てみましょう。
　そして今年は、米子市埋蔵文化財センターが公
会堂にやってきます。ホワイエでは、米子で出土
した土器などを展示。屋外では、まが玉作り体験
ができます。夏休みの自由研究に役立ててくださ
いね。
　祭りの来場者には、える・もーる立体駐車場の
３時間無料券をプレゼントします。たくさんのご
来場おまちしています。
■と き　７月30日（土）午後１時～３時
■ところ　米子市公会堂、える・もーる一番街
※入場無料（ただし、縁日体験チケット１枚100円、
まが玉作り体験100円）
■主 催　（一財）米子市文化財団［米子市公会堂］
■共 催　角盤町商店街振興組合
■協 力　国土交通省中国地方整備局倉吉河川国
道事務所羽合国道維持出張所・米子市埋蔵文化財
センター・米子市文化ホール
■問合せ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）
同時開催　平成28年度米子市文化ホール
Feel おでかけ事業　「まちジャズ」
　昨年、まちなか音楽祭の一環として好評いただ
きました「まちジャズ」を今年も「える・もーる
商店街」で開催します。土曜の午後に気軽にジャ
ズの演奏をお楽しみください。入場無料です。
■と き　７月30日（土）午後１時～２時30分
■出 演　Jazz in out　ほか 　Feat. 足塚正治

星空コンサート
■と き　７月22日（金）午後７時（開場：午後６時30分）
■ところ　米子市淀江文化センター（さなめホール）
■内 容　（１）コンサート
　　　　　（２）星に関するお話「今夜見える夏の星座」
　　　　　（３）音の絵本「オルフェスの竪琴」
　　　　　（４）天体観測会
■定 員　588人
■入場料　一般券：前売500円、高校生以下：前売300円、
　　　　　親子ペア券：前売700円（当日各100円増し）
■前売券取扱所　米子市教育委員会文化課、米子市淀江文
化センター、米子市文化ホール、米子市公会堂、米子市
児童文化センター、アルテプラザ（鳥取県文化振興財団
西部事務所／米子天満屋４階）、今井書店錦町店・境港店・
本の学校　ほか

■問合せ　米子市淀江文化センター（☎３９－４０５０）



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　
マ
マ
の
皿

　
に
こ
に
こ
笑
顔
で

　
洗
う
パ
パ国民年金の免除制度のお知らせ

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といっ
た不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年
金が受けられなくなる場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困
難なときには、「保険料免除制度（全額または一部）」や「納
付猶予制度（50歳未満の方が対象）」の申請ができます。
　平成28年度の免除等の受付は、平成28年７月１日か
ら開始され、平成28年７月分から平成29年６月分まで
の期間を対象として審査が行なわれます。
　免除等は、原則として本人、配偶者および世帯主の前
年所得を審査のうえ決定されますので、申請は毎年必要
になります（平成27年度に、全額免除または納付猶予

の決定を受けていて継続申請をされている方は除きま
す）。また、平成26年12月31日以降に離職をされた方
については、離職票や雇用保険受給資格者証等、離職日
が確認できる公的機関の発行した証明書があれば、退職
特例として所得がゼロで計算されます。
　免除を希望される方は、お早めに保険年金課年金係（本
庁舎１階５番窓口）で申請してください。
　なお、申請には、①身分証明書　②印鑑　③年金手帳
　が必要です。
※平成28年７月１日から、時限措置として、「納付猶予
制度」の対象年齢が30歳未満から50歳未満の方へ拡
大されました。

■問合せ　保険年金課年金係
　　　　　（☎２３－５１４２、 ２３－５５７９）

重度心身障がい者の方の
特別医療費受給資格証を郵送します

　平成28年８月からお使いいただく、特別医療費受給資
格証（重度心身等）を７月中旬に郵送します。
■郵送する方　米子市が保有する公簿で、住民税の課税状
況、医療保険の加入状況、公費負担医療の受給状況、障
がい者手帳の交付状況、生活保護実施状況等が確認でき
た方。なお、障がい者手帳（身体、療育、精神）の更新
が必要な方については、障がい者手帳の有効期限の月末
までとしています。該当される方は、所定の手続き後に
保険年金課で受給資格証の更新手続きをしてください。

■郵送できない方　平成27年度の受給資格証をお持ち
の方のうち、公簿で確認できない方には、事前にお知
らせします。
■その他　受給資格証または郵送できない旨のお知らせ
が７月末までに届かない方は、保険年金課特別医療係
までお問い合わせください。また、所得制限のため、
特別医療費受給資格証を喪失し、平成27年中の所得
状況により変動があった方は、受給資格を再取得でき
る場合がありますので、ご相談ください。
■問合せ　保険年金課特別医療係（☎２３－５１２３、
５１２７、 ２３－５５７９、Ｅメール：hoken@city.
yonago.lg.jp）

高額介護サービス費申請のご案内
　介護保険サービスを利用したときの１か月の利用者負担（介護サービス費用の１割もしくは２割）が次の表の上限
額を超えたとき（同じ世帯内に複数の利用者がいる場合には世帯で合算して上限額を超えたとき）は、長寿社会課
に申請されますと超えた分を「高額介護サービス費」として後日お返しします。（過去の利用分も２年間さかのぼっ
て申請することができます。）なお、施設利用の際の部屋代、食事代等は対象外ですのでご注意ください。また、平
成27年８月利用分から、世帯内に課税所得145万円以上の65歳以上の方がいる場合には、当該世帯の月額上限が
44,400円に引き上げられました。

利用者負担段階区分 個人負担上限額 合算の場合の世帯負担上限額
世帯内に課税所得145万円以上の65歳以上の方がいる場合（新設）※ ４４，４００円 ４４，４００円
住民税課税世帯（一般） ３７, ２００円 ３７, ２００円

住民税非課税世帯
ア　合計所得金額および公的年金等収入額の合計が80万円を超える方 ２４, ６００円 ２４, ６００円
イ　合計所得金額および公的年金等収入額の合計が80万円以下の方等 １５, ０００円 ２４, ６００円

生活保護受給者の方等 １５, ０００円 １５, ０００円
※同一世帯内にいる65歳以上の方の収入の合計が520万円（世帯内の65歳以上の方が本人のみの場合は383万円）
に満たない場合には、申請することで月額上限が37,200円になります。

■申請に必要なもの　介護サービス費を支払われた際の領収書／認印／高額介護サービス費を市から振り込む際の振
込先の預金通帳
■申請・問合せ　長寿社会課（☎２３－５１３２、 ２３－５０１２）

年金生活者等支援臨時福祉給付金
■申請期限までに申請を
　平成28年５月中旬に給付金の対象と見込まれる方に対
し、申請書等を個別に郵送しています。まだ申請されて
いない方は、８月22日（月）（当日消印有効）までに申
請手続きをお願いします。
■提出する前に、必ずもう一度ご確認を
　申請提出書類に不備があると支給の審査に進めませ
ん。申請書を提出される前に、不備がないことをご確認
ください。（提出書類に不備があった場合は、不備通知
を送付します。）
※「平成27年度臨時福祉給付金」を受給された方の場合、
提出書類を省略できるものがあります。詳細について
は申請書同封の『年金生活者等支援臨時福祉給付金（高
齢者向け）申請（請求）のご案内』をご確認ください。

■受付窓口　〒６８３－８７９０　米子市東町１６１番地
２　米子市役所第２庁舎２階　第２会議室　米子市福祉
政策課　臨時福祉給付金担当
■受付時間　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　（土・日・祝は除く。）
■問合せ　臨時福祉給付金専用ダイヤル
　　　　　（米子市臨時福祉給付金コールセンター）
　　　　　（☎２３－５５１０、 ２３－５５９４）



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

皆 生
住 宅

皆 生
５丁目 8R1 205 中層耐火３ 階 建 3LDK

26,300円
～51,600円 H8

陰田町
住 宅 陰田町 9R1 501 高層耐火８ 階 建 3LDK

26,800円
～52,600円 H9

■入居者の資格
現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親
族（事実上婚姻関係と同様の事情にある方などを含む）
がある方。ただし、年齢が60歳以上の方などは、単身
でのお申込みが可能です。／世帯の収入が公営住宅法
に定める収入基準に合う方／現に住宅に困窮している
ことが明らかな方／米子市税などの滞納がない方／暴
力団員でないこと
■申込受付期間　７月１日（金）～７日（木）※土・日を除く。
■申込受付時間　午前８時30分～午後５時15分
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
住宅申込書のほか、申込理由により添付書類が必要と
なる場合があります。添付書類については、建築住宅
課にご確認ください。住宅申込書は建築住宅課、淀江
支所地域生活課にあります。※米子市に住民登録され
ている方は、住民票の提出は必要ありません。
※住宅申込書に申込者全員の個人番号（マイナンバー）
の記入が必要となります。個人番号（マイナンバー）
の確認できる書類と本人確認書類（運転免許証など）
をご持参ください。

■入居選考方法
　７月８日（金）に公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　８月１日（月）
※次回の市営住宅入居者募集は８月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３、 ２３－５３９
６、Ｅメール：kenchikujutaku@city.yonago.lg.jp）
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生涯学習講座人生大学を開講中
受講生随時募集

　くわしくは米子市ホームページ、市役所・お近くの公民
館にあるチラシをご確認ください。
■申込方法　講座開催日当日に、新規受付でお申込みいた
だくことが可能です。
■受講料　年間受講料1,000円
　（受講回数にかかわらず、年間一律1,000円です。）
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４、 ２３－５４１４）
【７月の講座】

７月４日
（月）

「上手にあの世
へ逝くために」

野坂医院　院長
（公社）鳥取県西部医師会
　会長　野

の ざ か

坂美
よし

仁
ひと

　さん

８月29日
（月）

「いのちに学ぶ
体感型食農教
育のすすめ」

鳥取県農業会議会長
全国食と農の応援団講師
　川

かわかみ

上一
いちろう

郎さん

既存建築物のバリアフリー化を
支援します

○米子市バリアフリー改修推進事業
　既存の民間特定建築物（学校、集会所、百貨店、ホ
テル、事務所、共同住宅その他の多数の者が利用する
建築物）のバリアフリー化を支援するため、バリアフ
リー法および鳥取県福祉のまちづくり条例による整備
基準に基づいて建物の整備を行なう場合に、その整備
費用の一部を助成します。
■対象建物　バリアフリー法および鳥取県福祉のまち
づくり条例に定める既存の特定建築物

※ただし、次のものは補助対象外になります。

▼バリアフリー法による特別特定建築物で、これか
ら施工する部分が2,000㎡以上のもの（令18条第
１項第１号かっこ書きで免除された垂直移動が１
層分以内のエレベーターを設置する場合、設置費
用は補助対象になります。）

▼区分所有権の対象となる部分を有する共同住宅
※一般の住宅等は対象になりません。
■補助対象事業等　次のバリアフリー整備に要する費
用に対して、工事費の２分の１（特別特定建築物の
場合（エレベーター整備事業を除く。）４分の３）を
補助します。
【トイレ改修及び整備】（特定建築物）
【オストメイト対応設備の整備】（特定建築物）
【エレベーターの設置】（特定建築物）
【車いす駐車施設整備】（特定建築物）
【玄関の改修】（特別特定建築物）
【点字ブロックの整備】（特別特定建築物）　など
※この他の整備事業についても補助対象となる場合、ま
た、特別特定建築物に該当する場合に補助対象となる
事業があります。整備の要件、補助金の限度額等に
ついては事前にお問い合わせください。

■申請受付期間　７月１日（金）～29日（金）
■募集件数　予算の範囲内で対応します。（申請期間
内に予定予算を超える申込みがあった場合には、抽
選とし、受付期間中に募集件数に満たないときは、
８月以降先着順で受付します。）

※申請にあたっては、事前にご相談ください。
※申請書類などは建築指導課にあります。米子市ホー
ムページでもご確認いただけます。

■問合せ　建築指導課
　　　　　（☎２３－５２３６、 ２３－５３９４）

小規模企業共済のご案内
　個人事業主（共同経営者含む）や会社等の役員の方
が事業をやめられる場合などに備えて、あらかじめ資
金を準備しておく共済制度です。特徴は、掛金が全額
所得控除となるため節税効果があります。
　（独）中小企業基盤整備機構が運営し、商工会、商
工会議所、青色申告会、金融機関の本支店などの窓口
で取扱いしています。
■問合せ　（独）中小企業基盤整備機構コールセンター
（☎０５０－５５４１－７１７１）、中小企業基盤整備機
構　中国本部（ ０８２－５０２－６６９０）
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乳児の結核予防接種
■ところ　米子市福祉保健総合センター
　　　　　　（ふれあいの里）３階
■受　付　午後１時～２時
　　　　　（接種開始は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった
場合は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康
手帳がないと受けられません。「予防接種と子どもの
健康」の冊子を読んできてください。体温は接種会
場で測ります。

対 象 児 接 種 日
H28年１月16日～H28年１月31日生 ７月12日（火）
H28年２月１日～H28年２月15日生 ７月28日（木）
H28年２月16日～H28年２月28日生 ８月10日（水）

生後５か月で接種します。生後12か月未満で接種を受
けていない方も受けてください。

「なるほど子育て術」
ペアレントトレーニングを学ぼう

　子育てに困り感のある保護者のための子育て講座（全
５回）を開催します。今より、子育てが楽しく、ラクに
なるようなちょっとした「コツ」や「技」を一緒に学ん
でみませんか？

日 時 内 容
第１回 ７月22日（金） 自己紹介、ほめ上手になろう①
第２回 ７月29日（金） ほめ上手になろう②
第３回 ８月12日（金） 整え上手になろう
第４回 ８月26日（金） 伝え上手になろう
第５回 ９月９日（金） 座談会
◆場所　ふれあいの里　４階　中会議室３
◆時間　午前９時30分～11時30分
◆対象　３歳～６歳までの未就学児の保護者で、５回すべ

てに参加できる方
◆定員　16人程度（申込みが必要です。）
◆テキスト代　1,000円
◆申込・問合せ　７月４日（月）～15日（金）までに健康対
策課（☎２３－５４５３）にお申し込みください。定員に
なり次第締め切ります。※託児をご希望の方は、お申込
みの際にお申し出ください。※講座には、米子市や他市
町村の保健師・保育士等が見学に入りますので、ご了承
ください。

「産後ケア」事業のご案内
　育児・授乳相談、沐浴の支援、乳房のお手入れ、赤ちゃんの健康状態・体重・栄養状態等の確認など、産後のお
母さんをケアする事業が、７月１日から始まりました。
◆対 象　生後４か月までの赤ちゃんのお母さんで、
　　　　　　　①家族などからの十分な援助がない
　　　　　　　②育児などに強い不安がある　のいずれにも該当する方です。
◆利 用 時 間　デイケア：午前９時～午後５時、ショートステイ：午前10時～翌日の午前10時
◆場 所　市内の指定産婦人科医院、助産所
◆自己負担金

市民税課税世帯 市民税非課税世帯 生活保護
世帯ひとり親世帯以外の世帯 ひとり親世帯 ひとり親世帯以外の世帯 ひとり親世帯

デ イ ケ ア １日：3,600円 １日：1,200円 １日：1,200円 0円 0円

ショートステイ １泊２日：10,800円
その後１日ごとに5,400円追加

１泊２日：3,600円
その後１日ごとに1,800円追加

１泊２日：3,600円
その後１日ごとに1,800円追加 0円 0円

◆そ の 他　デイケア、ショートステイあわせて母子１組あたり７日間まで利用できます。
　　　　　　　医療の必要な方はご利用できません。
　　　　　　　空室状況等で、ご希望どおりの利用にならない場合があります。
◆問 合 せ　健康対策課（☎２３－５４５４）
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■申込・問合せ
健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４、
　 ：２３－５４６０、
　Ｅメール：kentai@city.yonago.lg.jp）
錦町一丁目「ふれあいの里」３階

胃がん集団検診日程
（バリウムを飲む胃透視の検査）

実施日 会場 受付時間
７月24日（日）ふれあいの里 午前８時～11時

７月26日（火）尚徳公民館 午前７時30分～８時
五千石公民館 午前９時～９時30分

■前日の午後９時から検査終了まで食事をとらないで
ください。水などの水分は午前０時まで飲んでもかま
いません。喫煙、ガムの摂取もご遠慮ください。
■当日は必ず受診券と負担金をご持参ください。
■７月24日（日）の検診は、事前に予約が必要です。先
着順で予約を承りますので、ご希望の方はお早めに健
康対策課（☎２３－５４５２）までお申し込みください。

肺がん検診日程
（65歳以上の方は結核健康診断を含みます。）

月 日 ところ と き
７月19日
（火）
淀 江
宇田川

漁村センター 午前９時30分～10時30分
淀江ゆめ温泉駐車場 午前11時～11時30分
稲吉集落センター 午後１時10分～１時30分
料亭真名井前　米子市
営無料駐車場 午後２時～２時20分

７月21日
（木）
宇田川

福井製茶前 午前９時30分～９時40分
富繁構造改善センター 午前10時～10時10分
宇田川分館 午前10時30分～11時
新井英夫氏宅前旧道 午後１時～１時40分
旧朝日ゴルフ社員寮前
駐車場 午後２時～２時10分

本宮農村公園前 午後２時30分～２時50分

７月22日
（金）
福生西

川田内科医院裏空き地 午前９時～９時20分
福生西６区集会所 午前９時40分～10時
米子市観光センター 午前10時30分～10時50分
ファミリーマート
米子皆生温泉店
（国道 431号沿い）

午前11時10分～11時30分

福生西公民館 正午～午後０時20分

義方 あけぼの幼稚園駐車場 午後１時50分～２時10分
まるごう上後藤駐車場 午後２時30分～３時40分

７月25日
（月）
大 和

よなご大平園駐車場 午前10時～10時30分
ニューやまと公民館 午前11時～11時20分
いない淀江店 午後１時～１時30分
小波浜公民館 午後２時～２時40分

◆対象者
胸部レントゲン検査　40歳以上の方
「たん」の検査　50歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）

が600以上の方（元喫煙者を含む）
◆自己負担金

区 分 レントゲン
検査

「たん」の検査を
受けられる方

市民税課税世帯の方 300円 左記に、900円追加
70歳以上の方
市民税非課税世帯の方 100円 左記に、300円追加

生活保護世帯の方 無料 無料
◆受診券　受診される際には、健診受診券の中にある「肺
がん検診受診券」を必ずご持参ください。
※くわしくは地区回覧をご確認ください。

乳がん検診日程
月 日 会 場 備 考

７月20日（水）巌公民館
予約が
必要です

７月29日（金）
７月24日（日）ふれあいの里
７月27日（水）大篠津福祉センター
８月１日（月）大高公民館
◆対象者　40歳以上の女性（平成27年度受診された
方は除きます。ただし、米子市が発行した平成28年度
乳がん検診無料クーポン券をお持ちの方は28年度も受
診できます。）
◆自己負担金　受診券に記載してある金額
◆受付時間　午後１時～３時15分
◆注意事項　必ず事前申込が必要です。（定員各30人）
　受診希望の方は、お手もとに受診券または無料クー
ポン券をご用意のうえ（☎２３－５４５８・５４５２）へ
お申し込みください。

「おとなの健康診査」
実施医療機関の変更のお知らせ

６月下旬に郵送した「健診受診券」に掲載してある医
療機関の変更がありましたので、お知らせします。
医療機関名 住所 電話番号 健診 変更内容
はしもと
クリニック 大崎 28-6667 健胃大 梶谷医院からはしもとクリニックに変更

肺炎球菌接種医療機関の追加
「肺炎球菌ワクチン接種受診券」に掲載してある医療機
関のほかに、新たに実施医療機関の追加がありましたの
で、お知らせします。
ふなきこどもクリニック 西福原 ☎ 33-1128
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７月から12月まで 大人のいろいろな健診を行ないます

種 類 対象者
（今年度中の年齢）

自己負担金

受診方法および内容70歳以上（※
１）・市民税非
課税世帯の方

左記以外の
方

特定健診および
後期高齢者の健
診など

40歳以上の方
（国民健康保険加入者と後期高齢者医療
加入者のみに実施。）（※２）

500円
医療機関：問診、尿検査、血圧測定、肝機能、
LDLコレステロール、HDLコレステロール、
中性脂肪、血糖など

大 腸 が ん 検 診 40歳以上の方 200円 600円 医療機関：問診、便潜血検査

胃 が ん 検 診 40歳以上の方
400円 1,400円 検診車：問診、胃透視（レントゲン検査）

1,300円 4,100円 医療機関：問診、胃透視または内視鏡検査（胃
カメラ）

肺 が ん 検 診 40歳以上の方 100円 300円

検診車：問診、胸部レントゲン検査、喀痰
検査（50歳以上の方で問診の結果必要な
方のみ）
※ 65歳以上の方は結核健康診断を含む。
※別記「肺がん検診日程」をご確認くださ
い。

肝 炎 ウ イ ル ス
検査

40歳以上の方のうち、職場の検診等で
検査を受ける機会がない方
（過去に肝炎ウイルス検査を受けたこと
のある方は除く。）　

特定健診等と同時に検査した場合

医療機関：問診、採血（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウ
イルス）

300円 1,100円

肝炎のみを検査した場合

500円 1,700円

肝炎ウイルス検
査個別勧奨事業

今年度中に、40歳、45歳、50歳、55歳、
60歳、65歳、70歳になり、過去に肝炎
ウイルス検査を受けたことのない方

無料 肝炎ウイルス検査と同様

乳がん検診
平成27年度に乳がん検診を受けてない
40歳以上の女性 600円 2,000円 医療機関および検診車：問診、視触診、マ

ンモグラフィ（乳房X線検査）
（マンモグラフィは予約が必要）S50.4.2 ～ S51.4.1 生れの方（※３） 無料

子宮頸がん検診
20歳以上の女性

頸部 750円 2,250円 医療機関：問診、細胞診（体部がん検診は
医師が必要と判断した方のみ）頸部・体部 1,350円 3,850円

H7.4.2 ～ H8.4.1 生れの方（※３） 無料 クーポン券対象の方も体部がん検診は自己
負担金が必要になります。

ふしめ歯科検診 今年度中に、40歳、50歳、60歳、70
歳になる方 200円 500円

歯科医院（鳥取県西部歯科医師会）：問診、
歯周組織検査
（対象の方で受診を希望される方はお申し
込みください。後日受診券を郵送します。）

※１…70歳以上の方　昭和22年３月31日までに生まれた方
※２…国民健康保険以外の被用者保険（協会けんぽや企業の健康保険など）加入者の特定健診はそれぞれの保険者が実施し

ます。
※３…無料クーポン券を別途郵送しますので、受診の際に必ず医療機関に提出してください。
■生活保護世帯の方は無料です。
■ 40歳以上の国保加入者、20歳以上の女性、40・45・50・55歳のふしめ年齢の男性、60歳以上の男性、過去４年間に米
子市の受診券で受診したことがある方に「平成28年度健診受診券」を６月末にお送りしました。受診券がないと健診は受
けられません。届いていない方で健診を希望される方はお申し込みください。
■後期高齢者医療加入者で、人間ドックに変更希望の方は、各種健診を受診する前にご連絡ください。
■各種がん検診については、職場などで受診ができる方は対象ではありません。
◆申込・問合せ　健康対策課（☎２３－５４５２・５４５８）
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■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不要。

▼ 11日（月）、８月10日（水）午後１時～４時／市役所
第２庁舎１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５、
３７－３１８４）※鳥取地方法務局米子支局（☎２２

－６１６１）では、毎日人権相談に応じています。
■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼５日（火）、22日（金）
／市役所第２庁舎３階会議室、８月４日（木）／市役所
本庁舎２階203会議室。いずれも午後１時～４時／問
市民相談課（☎２３－５３７８、 ２３－５３９１、Ｅメー
ル：shiminsodan@city.yonago.lg.jp）
■多重債務・法律相談会
多重債務や法律に関する困りごとについて、弁護士や
司法書士などが無料で相談に応じます。１件30分、要
予約。 ▼ 14日（木）午後１時30分～４時／米子コンベン
ションセンター／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相
談室（☎３４－２６４８、 ３４－２６７０）・米子市消費
生活相談室（☎３５－６５６６、 ２３－５３９１）
■米子市消費生活相談室
買い物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クー
リング・オフなど消費生活に関する相談に応じます。

▼平日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市
役所本庁舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－
６５６６、 ２３－５３９１）
■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、消費
者金融などについて、弁護士が相談に応じます。１件
30分5,000円。※ただし、多重債務（クレジット、消
費者金融）の相談は無料。要予約（受付：平日午前９時
～午後５時） ▼毎週火曜日の午後３時～７時／米子天満
屋４階／問鳥取県弁護士会米子支部（☎２３－５７１０）
■高齢者なんでも無料電話相談
高齢者の方の相続、財産管理、介護などの問題につい
て、幅広く弁護士などが相談に応じます。 ▼毎週月・
木曜の午後１時30分～４時。☎０１２０－６５－３９４８
（通話料無料）／問高齢者支援センターとっとり（鳥
取県弁護士会内） （☎０８５７－２２－３９１２）

■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留
（ビザ）・帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。
予約不要。 ▼７月９日（土）午前10時～午後２時／米
子市役所旧庁舎１階　男女共同参画推進センター会議
室（市役所有料駐車場をご利用ください。無料処理を
します。）／問鳥取県行政書士会事務局（☎０８５７－
２４－２７４４）
■司法書士による「無料法律相談会」
相続・遺言／不動産の贈与・売買／不動産・商業登記／
成年後見の申立て／高齢者・障がい者の財産管理／家賃・
貸金・売掛金など140万円以下の民事紛争／借金・多重
債務問題／その他身の回りの法律問題について、司法書
士が無料で相談に応じます。予約優先です。 ▼ 22日（金）
午後６時～８時／米子コンベンションセンター　第１会
議室／問鳥取県司法書士会（☎０８５７－２４－７０２４）
■よなご暮らしサポートセンター総合相談
●一般相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、よ
なご暮らしサポートセンター（米子市社会福祉協議会）
職員が相談に応じます。予約不要、無料、電話相談可。

▼月～金曜日（祝日および年末年始は除く。）の午前９
時～午後５時／ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費
用2,000円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日（年末年始
は除く。月曜日が祝日・休日の場合はその翌日）午後
１時～３時／ふれあいの里１階／月～金曜日（祝日およ
び年末年始は除く。）の午前９時～午後５時に、電話で
予約／問よなご暮らしサポートセンター（米子市社会
福祉協議会内）（☎３５－３５７０）

「高齢者向けの給付金」（３万円）を装った
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」に

ご注意ください！！
○市町村や厚生労働省などがATM（銀行・コンビニ
などの現金自動支払機）の操作をお願いすることは、
絶対にありません。
○ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込ん
でもらうことは絶対にできません。
○市町村や厚生労働省などが、「高齢者向けの給付金」
の支給のために、手数料などの振込を求めることは絶
対にありません。
ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省の職員などを
かたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷
わず、お住まいの市町村や最寄りの警察署（または警
察相談電話 (♯ 9110)）にご連絡ください。



『伯耆・夏の手づくりまつり』
■と き　７月24日（日）午前の部：午前10時～正午、午後の部：午後１時～３時
■ところ　米子市児童文化センター 　　■対象者　小学生
■教室名　『簡単本立て』『ＩＣラジオ』『スライム』『おり紙で傘』『エコせんぷうき』

『マジックスクリーン』『トンボ型風車』ほか （予約の必要な教室もあります。）
※応募方法、材料費、対象学年など、くわしくは夏休み前に各小学校へ配布する
チラシをご確認ください。皆さんのご参加をお待ちしております。
■問合せ　米子ものづくり道場事務局（平日午前９時～午後３時）（鳥取大学産
学・地域連携推進機構 米子地区地域連携部門内）（☎３８－６４９７、 ３８－
６４９８、Ｅメール :monodukuri@cjrd.tottori-u.ac.jp、ホームページ：http//
www.cjrd.tottori-u.ac.jp/monodukuri/（『ものづくり道場』で検索）

生・70歳以上の方無料、大人310円。
天体観望会「月と木星接近」
９日（土）午後８時15分集合。対象：
どなたでも可、40人、無料。電話
受付中。
親子おもしろワクワク科学教室

（主催：科学実験教室実行委員会）
31日（日）午後１時30分～４時、対象：
小中学生と保護者、100人、親子１
組500円（１組３人まで）。17日（日）
から電話受付。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、０～１歳半：午前10時
30分～、１歳以上：11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読ボラン
ティア火曜の会）
10日（日）午前11時～11 時30分、
対象：幼児～大人。
おはなしひろば
16日（土）午後２時30分～３時、対象：
幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：おはな

有

料

広

告

おもちゃの病院
17日（日）①午前10時～②午前11
時～、対象：幼児～中学生。各回６
組、診察料：無料（部品代のみ実費）。
修理できないおもちゃもあります。
※１家族１点限り。３日（日）から
電話受付。
プラネタリウム
「７月の星座解説と星座物語」
平日…午後２・３時、夏休み中（21
日～）の平日…午前11時・午後２・
３時、土・日・祝日…午前11時・
午後１・２・３・４時の投影。幼児・
70歳以上の方無料、小中高校生50
円（土・日・祝日は無料）、大人310円。
キッズプラネタリウム「七夕物語」
毎週日曜日、午後１時～１時20分、
小さなお子様でも楽しんでいただけ
る20分間の短い投影です。星に関
する紙芝居を中心にお送りします。
幼児・70歳以上の方、小中高校生
無料、大人310円。
マタニティプラネタリウム
15日（金）午前10時30分～11時10
分、対象：妊婦とその家族、ご友人

（大人限定）、100人、無料。
ナイトプラネタリウム
16日（土）午後７時～７時40分、昼
間は来られない方のために、月に一
度の夜間投影です。幼児・小中高校

しグループだくちる）
23日（土）午後２時15分～２時45分。
対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談室「ままこん」
27日（水）午前10時～正午、予約不
要、相談無料。元保育士が子育て中
の保護者の悩みの相談にのります。
みなとやまプレーパーク（協力：みな
とやまプレーパーク実行委員会）
毎週日曜日、午前10時～午後４時
30分。外で思いっきり遊びます。
対象：幼児～大人、無料。
お抹茶ってなぁ～に？（共催：裏千家）
25日（月）、８月１日（月）、８日（月）
の午前10時～、午後１時～。それ
ぞれの日の、午前または午後のいず
れかに参加できます（全３回）。定
員各回５組。参加費：全３回1,500円。
11日（月）から全３回の申込み電話
受付。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■多目的ホールと研修室は開館日の
午後10時まで利用可。有料・要事
前申込（１週間前まで）。
■夏休み中の催し物のくわしい内容
は、センター催しもの案内７・８月
合併号、ホームページをご確認くだ
さい。

７月
の催し
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特別企画展　
國頭繁次郎生誕100年記念　
−シベリアの記憶−　
國頭繁次郎と宮崎進
会期：７月17日（日）～８月21日（日）。
会場：米子市美術館　第１・２展示
室。観覧料：一般500（400）円、
大学生以下の方無料※（　）内は、
前売、15人以上の団体、70歳以上
の方、障がいのある方（付き添い１
人を含む。）の料金。その他各種割
引あり（重複利用不可）。

【関連事業】
ギャラリートーク
日時：７月30日（土）午後２時から
※当日有効の入場券が必要です。
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週水曜日

企画展
「太平洋戦争と戦中・戦後の暮らし」
山陰歴史館が所蔵する戦争関係資料
の中から、太平洋戦争中の市民生活
はどのようなものだったのかを示す
資料や、また、戦後資料として、シ
ベリア抑留に関する資料を紹介しま
す。会期：７月23日（土）～８月28
日（日）。会場：山陰歴史館第１展示室。
観覧料：一般300円※ 70歳以上の

方、大学生
以下の方、
障がいのあ
る方（付き
添い１人を
含 む。） は
無料。

民話のへや
17日（日）午後１時30分～、場所：
２階いろりの間。語り：ほうき民話
の会。内容：種原の狼伝説ほか３話、
民具あれこれ。※参加ご希望の方
は、米子市役所駐車場をご利用くだ
さい。駐車券を歴史館までお持ちく
ださい。２時間無料の処理をします。
■開館時間　午前９時30分～午後６
時（入館は午後５時30分まで。）
■今月の休館日　毎週火曜日

７月ロビー展　「袋物とこもの展」
出展者：風

かぜこうぼう

工房さん
クラフトの日
グラスアート　アサガオの風鈴作
り。20日（水）午前10時～午後３時、
受講料：3,000円
開園時間を早めます
古代ハスをはじめと
するハスの花の季節
になりました。７月
中は、毎日午前８時に時間を早めて
開園します。ぜひお出かけください。
古代ロマンコンサート
24日（日）午後５時～７時。コンサー
トの時間は入園無料にします。
チビッ子チャレンジ広場
はにわ作りなどいろいろな体験ができ
ます。31日（日）午前10時～午後３時
髙岡健二さん　木工昆虫の森オープン
木の枝などで作った昆虫が園内の木
などにとまっています。探し当てて
ゲットしよう！８月１日（月）から、
なくなり次第終了します。
■入園料　大人200円、小・中学生
100円
■開園時間　午前８時～午後５時
■今月の休園日はありません

常設展開催中
市内で発掘された主な出土品を紹介
しています。観覧料：無料
体験コーナー
火おこし・弓矢・拓本体験（無料）、
勾玉作り体験（有料）もできます。
■開館時間　午前９時30分～午後
５時
■今月の休館日　毎週火曜日

素鳳ふるさと館は夏季休館します。
手しごとギャラリーｋａｉｋｅ
夏の手仕事体験教室　お子さまも大
歓迎！※参加を希望される方は、素鳳
ふるさと館までお申し込みください。

▼半巾帯を使いこなそう
講師：西村洋子さん。３日（日）、10日（日）
の２回講座。時間：午前10時～正午。
参加費：3,000円。持ち物：半巾帯。
①【陶工房 Ashwork　陶器の絵付け】
９日（土）参加費：1,500円～
②【白谷工房　組子細工】　16日
（土）参加費：1,500円
③【glass house Pase’ の せ
るだけ簡単ガラスアート】　23日
（土）、24日（日）参加費：1,400円
④【国造焼　鳥柄カップに色つけ】
29日（金）参加費：1,500円
⑤【ねこじゃらし中原　伯州綿で羊を
作ろう】　30日（土）参加費：1,000円
⑥【大山焼久古窯　手びねりで器作り】
31日（日）参加費：2,000円
※①～⑥の会場：お菓子の壽城。受
付時間：午前10時～午後４時
■開館時間　午前９時～午後６時
■今月の休館日　12日、26日
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里西村家に嫁いだ美
み

須
す

女
じ ょ

の諸国巡
礼旅日記）を読みます。講師：中

な か

宏
こ う

さん。
伯耆文化研究会７月例会
９日（土）午後１時30分、２階研修
室「『大山町名和沖米軍機による輸
送船（永安丸・第二伊勢丸）空襲記
録　面瀬の沈船』のできるまで」、
発表者：杉谷安

あ

也
や

女
め

さん。「大山寺
開基1300年―金蓮上人・考」、発
表者：根平雄一郎さん。
こころの相談会（要事前申込）
13日（水）午後２時～４時、２階研
修室。予約先：ライフサポートセ
ンターとっとり（☎０１２０－８２
－５８５８）（平日午前９時30分～
午後５時30分）（ ０８５７－３２－
５４５４）
知的書評合戦：米子ビブリオバトル
24日（日）午後２時～４時：２階研修
室。主催：米子ビブリオバトル（☎
０８０－５７５１－４７５０（山田さ
ん））
「無形文化財指定記念展」関連講演会
30日（土）午後３時～４時30分、２
階研修室。「茜色に輝くやきもの＋
革工芸のエキゾチック―2015年度
鳥取県無形文化財指定をめぐって」
講師：金子賢治さん（鳥取県文化財
保護審議会委員、茨城県立陶芸美術
館長）。入場無料、どなたでも参加
できます。くわしくは鳥取県教育
委員会文化財課（☎０８５７－２６－

７９３７、 ０８５７－２６－８１２８）
労働セミナー（要事前申込）

▼ 第３回　「労務管理上の多様な問
題とその対応」
15日（金）午後１時30分～３時、２
階研修室。講師：社会保険労務士
山下靖夫さん。予約先：みなくる米
子（☎３１－８７８５）
鳥取大学サイエンス・アカデミー
午前10時30分～正午・２階研修室
９日（土）「世の中に役立つ微生物
たち」講師：工学研究科　教授　大
城　隆さん。
23日（土）「イノベーションは地方
創生の夢を見るか？」、講師：産学・
地域連携推進機構　准教授　前波晴
彦さん。
くわしくは、鳥取大学　産学・地
域連携推進機構（☎０８５７－３１－
６７７７、 ０８５７－３１－６７０８）
まで。

■開館時間　
平日：午前９時～午後７時
土・日・祝日：午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜日、31
日（月末資料整理）

いきいき長寿音読教室（要事前申込）
13日（水）午前 10 時 30分～ 11 時
30 分、２階研修室。絵本や詩の本
などを声に出して読んだり、わらべ
歌や唱歌を楽しみます。先着15人。
つつじ読書会
２日（土）午後２時、２階研修室。『日
本精神史』（上）長谷川宏：著　講
談社。※次回8/6（土）
楽しく漢文に学ぶ会
３日（日）午後１時30分、２階研修
室。『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

：著（講
談社学術文庫）を読みます。※次
回8/7（日）
古文書研究会
23日（土） 午後１時30分～３時、２
階研修室。古文書入門「多

た

比
び

能
の

実
み

知
ち

久
く

佐
さ

」（日吉津村石原家から雲州

おはなし会（１階おはなしのへや）

★木曜おはなし会　毎週木曜日（協
力：ほしのぎんか、第４木曜日：火
曜の会）午前10時40分～11時30分。
★夕方おはなし会　12日（火）（毎
月第２火曜日）午後４時～

米子市文化財団連携事業　
「第７回こども夏休み体験ツアー」

小学生を対象に児童文化センター、文化
ホールなどをまわり楽しく体験をします。
①バスでまわる親子コース（福市考古資料
館→美術館→文化ホール）
７月25日（月）午前９時～午後０時30分
②バスでまわる低学年コース（図書館→淀
江文化センター→児童文化センター）
８月５日（金）午前９時～午後０時30分
③市内ウォーキング高学年コース（山陰歴
史館→加茂川・中海遊覧船→美術館→公会堂）
８月８日（月）午前９時～午後０時30分
要事前申込。くわしくはチラシでご確認く
ださい。申込・問合せ　（一財）米子市文
化財団（☎３５－６４１１）

米子市立図書館
☎２２－２６１２

２２－２６３７

米子市立図書館ビジネス支援（要事前申込）

▼起業・経営なんでも相談会
と き　３日（日）午後１時～５時　ところ　２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２、 ２２ー２６３７）

▼起業・事業融資相談会
と き　３日（日）午後１時～５時　ところ　２階研修室
予約先　日本政策金融公庫米子支店　（☎３４－５８２１、 ３３－４２０３）

▼ビジネス情報相談会
と き　15日（金）午後１時～３時　ところ　２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２、 ２２ー２６３７）

▼よなご若者サポートステーション出張相談
と き　19日（火）午後１時～５時　ところ　２階研修室
予約先　よなご若者サポートステーション（☎・ ２１－８７６６）

▼特許無料相談
と き　26日（火）午後１時～４時　ところ　２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２、 ２２ー２６３７）

ギャラリー
▼「古地図展」10日（日）～30日（土）、

主催：山道俊哉さん。24日（日）午
後１時30分から古地図に関するギャ
ラリートーク：２階研修室



スグリゾウムシ
　この虫との初めての出会いは、平成25年９月６日でした。水鳥公園によく遊びに来
てくれる小学生が、ネイチャーセンター正面玄関前の階段で見つけて、「ここにいる
虫は何ですか？」と尋ねられました。
　その虫は、体長がわずか６ミリメートルしかなく、大人が普通に歩いていてもまず
発見できません。小学生は背が低くて地面が近く、目にとまるいろいろなものに興
味を持つからこそ発見できたのでしょう。足元にいたこんな小さな虫によく気が付
いたものだと感心しました。

　この虫を手にとり、目を凝らしてよく見ると、ゾウムシの仲間であることが分かりました。
　ゾウムシの仲間は、細長くて下に曲がっている口（吻）が象の鼻に似ていることが名前の由来で、口が長く、細
長い体型をした種類が多いのですが、この虫の口はとても短くて体型も丸く、ゾウムシのイメージとは程遠い姿を
しています。この個性的な姿を図鑑で調べて、スグリゾウムシであることが分かりました。
　この時、私は「スグリ」とは何なのか分からず、気になりました。図鑑によると、この虫はスグリやミカンなど
多くの植物を食べると書いてあるので、スグリという植物があることを初めて知りました。
　スグリゾウムシは、小さくて丸っこい体型と、つぶらな目がとてもかわいい昆虫なのですが、人が利用するミカ
ンやリンゴなどの葉も食べるので、一般には害虫扱いされているようです。
　私は昆虫が得意なのですが、植物のことはよく知らないので、スグリゾウムシと出会っ
たことで、初めてスグリという木の存在を知ることができました。そのため、この虫を見
せてくれた小学生には、とても感謝しています。その後スグリゾウムシは、平成26年７月
24日にも見つかりました。
　昆虫と植物には密接なかかわりがあるので、私は昆虫をきっかけにその虫が食べる植物
について知ることが多々あります。このように、自分が好きなことをきっかけに、今まで
無関心だったことにも興味を持つと、自分が見ている世界がどんどん広がります。皆さんも、
もしお子さんが虫を見つけて見せに来たとき、忌み嫌わずによく見て調べてみると、面白
い発見があるかもしれません。　　　　　　　　　　　　　　　米子水鳥公園　桐

きり は ら け い す け

原佳介

水鳥公園からのたより

７月に見られる生きものたち
鳥類：カルガモなどのカモ類、カイツブリの親子、ダイサギなどのサギ類、ミサゴなどのタカ類、
オオヨシキリなどの小鳥類、バン、キジ、カワウ。
その他：アカミミガメ、キリギリス、アブラゼミ、トンボ類、カミキリムシ類　など。アブラゼミの羽化

７月の催し
「オリジナル缶バッチを作ろう！」
16日（土）～29日（金）開館時間中い
つでも。対象：小学生以上がおすすめ。
材料費：１個につき100円
「ダンゴムシレース大会2016」
16日（土）～８月28日（日）開館時
間中いつでも。対象：小学生以上がお
すすめ。参加費：無料。
自然観察会「メダカとり大会」

18日（月・祝）午後４時～５時30分。
対象：小学生以上がおすすめ。先着
20組、要予約。持ち物と服装は予約
時にお問い合わせください。
自然観察会「虫とり大会」
23日（土）午後４時～５時30分。対

象：小学生以上がおすすめ。先着30人、
要予約（16日から受付開始）。持ち物
と服装は予約時にお問い合わせくださ
い。
手作り自然教室
「小鳥のお家を作ろう！PART1」
24日（日）午前９時30分～正午、午後
１時30分～４時（２回開催）。対象：午前・
午後それぞれ小学生の親子先着８組、
要予約。持ち物と服装は予約時にお問
い合わせください。参加費：500円
「水鳥公園の生きもの図鑑を作ろう！」
３日間で昆虫、水生生物、鳥を観察し
て白紙の図鑑に書き込み、最後に製本
してオリジナル生きもの図鑑を仕上げ
ます。29日（金）～31日（日）午前９時
30分～午後０時30分。対象：小学３年
生～６年生で３日間参加できる人。定員
30人、要予約。応募者多数の場合は抽
選。受付期間：８日（金）～15日（金）。
応募方法：電話にてお申し込みくださ
い。参加費：500円
「生きものうちわを作ろう！」
水鳥公園で見られる夏の生きものをデ

ザインしたうちわを作ります。30日
（土）～８月12日（金）の開館時間中い
つでも。対象：小学生以上がおすすめ。
材料費：100円（入館料別途）
自然観察会「夜の水鳥公園を探検しよ
う！PART1」
普段は歩くことのできない夜の水鳥公
園を探検して、生きものを観察します。
８月６日（土）午後７時～８時30分。対
象：小学生以上、定員20人、要予約（７
月30日から受付開始）。持ち物：懐中
電灯、虫よけ。
●米子水鳥公園の催しへの参加には入
館料が必要です。手作り自然教室の参
加費は、入館料を含めた大人・子ども
一律の料金です。
●入館料は、高校生～69歳の方は310
円、その他は無料です。
●水鳥公園のイベントは、とっとり県
民カレッジ連携講座です。
■開館時間　午前９時～午後５時30分
■７月・８月の休館日　毎週火曜日※
８月12日（金）は祝日の翌日ですが開
館します。

米子水鳥公園（☎２４－６１３９・ ２４－６１４０）
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鳥取県指定無形民俗文化財「米子盆踊り」

■と き　８月14日（日）　午後７時から（関連イベントは午後５時45分から）
■ところ　米子市公会堂広場（雨天の場合は、公会堂大ホールで開催）

　鳥取県指定無形民俗文化財「米子盆踊り」を大会で盛
り上げます。昭和42年（1967）から毎年８月14日に米
子市公会堂前で開催されてきたこの盆踊り大会は、今年、
第50回の記念大会を迎えることになりました。
　参加無料・申込不要・飛入り参加も大歓迎です。夏の
夜の踊りの輪に入って、伝統ある米子の民俗芸能を楽し
んでみませんか。

■関連イベント
○米子盆踊りパネル展示（大会当日 公会堂ホワイエで開催）
米子盆踊り大会の歩みを、写真パネルで紹介します。

○第50回記念「人文字撮影」（大会当日、公会堂広場で開催）
会場で「50」の人文字をつくり、撮影します。
午後５時45分集合（撮影は午後６時から）
※事前申込不要。当日受付します。
○県指定無形民俗文化財 小松谷盆踊り（南部町）披露
小松谷盆踊り保存会（南部町）の方々をお迎えし、伝統ある
踊りを披露していただきます。午後６時45分頃から。

鳥取県指定無形民俗文化財「米子盆踊り」とは…
　「米子盆踊り」は、先祖供養のための念仏踊りとして、米子市
冨士見町の地を中心に300年以上踊り継がれてきた民俗芸能で
す。素朴な唄と豪壮な太鼓や囃子にあわせて踊るこの盆踊りに
は、「たいしょう踊り」「こだいじ踊り」「さいご踊り」というそ
れぞれ異なる唄と振りをもつ３種類があります。
　以前は「冨士見盆踊り」と呼ばれていましたが、昭和42年
（1967）、米子市民に普及し長く後世に継承していくため、「米
子盆踊り」と名称を改めました。それと同時に保存会が結成され、
以後、米子盆踊りの保存と伝承に努めています。
　昭和49年（1974）には鳥取県指定無形民俗文化財に指定さ
れました。

■問合せ　米子盆踊り実行委員会事務局（文化課内　☎２３－５４３７、ＦＡＸ２３－５４１４）

米子盆踊り講習会のお知らせ
■と き　①７月２日（土）、②７月30日（土）、

③８月６日（土）
※いずれの日も、午後１時30分から２時間程度
■ところ　ふれあいの里　大会議室
■その他　参加無料、事前申込不要

米子盆踊り保存会　新規会員募集
　米子盆踊り保存会では、県指定無形民俗文化財
「米子盆踊り」を郷土の貴重な民俗芸能として市
民に伝え、広める事業を行なっています。
　新規会員を募集していますので、ご興味のある
方はお気軽にお問い合わせください。伝統ある踊
りを覚え、一緒に踊ってみませんか？ 
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